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序

本書は、市道の改良に伴って行われた三ケ所遺跡発掘調査の報告書です。

調査は、国宝の仏殿で著名な清白寺の参道と交差する東西 140m、 南北 15

mの範囲にわたって行われ、平安時代の竪穴住居、掘立柱建物、土坑、ピット、

中世の溝が検出されました。竪穴住居は4軒が検出され、そのうち 1号竪

穴は 10世紀前半のもので、床面からは「東大」と墨書された杯が出土して

います。掘立柱建物は 5棟が検出され、うち5号掘立柱は3× 3間で柱穴

径が大きく、注目に値するものです。溝は2本の平行 したものが東西方向、

南北方向それぞれ検出されてお り、道路側溝もしくは条里溝 と見られてお

り、今後のこの地域の条里制の成立時期や範囲、方向性などを考える上で

大変貴重な発見であるといえます。

最後になりますが、調査を担当していただいた (財)山梨文化財研究所

の皆様をはじめ関係各位に心から感謝申し上げ、序といたします。

平成 22年 1月

山梨市教育委員会

教育長 堀 内 邦 満
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1 本書は山梨県山梨市三ケ所 564‐2番地ほか所在、三ケ所遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は市道小原東東後屋敷線改良工事に伴い、山梨市より委託を受けて (財)山梨文化財研究所が実

施 した。

3 本書の原稿執筆は第 4章第 1～ 3節をパリノ・サーヴェイ株式会社 (担当 松元美由紀 分析 松元美

由紀・高橋敦・金井慎司)、 第 4節 を植月学 (山梨県立博物館 )、 第 5章第 3節を室伏徹 (甲州市教育委員

会 山梨県考古学協会)が行い、そのほかの執筆・編集は櫛原功― ((財 )山梨文化財研究所考古第 2研究室)

が行った。また表 3石製品観察表の石材鑑定は河西学 ((財)山梨文化財研究所地質研究室)に よる。
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発掘調査における基準点測量、空中写真撮影、全体図作成業務は (株)テクノプラニングが実施 した。

鉄製品の保存処理は、 (財)山梨文化財研究所保存処理室にて実施 した。

本書に関わる出土品、記録類は山梨市教育委員会で保管 している。

発掘調査から報告書作成に至るまで、以下の諸氏、諸機関からご教示、ご協力、ご配慮を賜った。記 し

て感謝申し上げたい (順不同、敬称略)。

三澤達也 (山梨市教育委員会)松 土一仁 (山梨市役所建設課)清 白寺 河西学・鈴木稔・畑大介・宮澤

公雄 。平野修・望月秀和 。中山千恵 ((財)山梨文化財研究所)三枝哲雄 (三枝興業)森 谷忠・柴田直樹

((株)テ クノプラニング)千 葉博俊 (パ リノサーヴェイ株式会社)室 伏徹・入江俊行 (甲州市教育委員会)

植月学 (山梨県立博物館)岡 野秀典 (中央市教育委員会)稲 垣自由・古川明日香 (山梨県埋蔵文化財セ

ンター)加 藤雄一郎 (山梨学院大学学生)甲 陽建機 リース株式会社

H



例

1 遺跡全体図におけるX・ Y数値は、平面直角座標第 8系 (原点 :北緯 36度 00分 00秒 )、 東経 (138度

30分 00秒 )に基づ く座標数値である (世界測地系数値 )。 各遺構平面図中の北を示す方位はすべて座標

北である。

2 遺構および遺物の縮尺は次のとお りである。

竪穴  1:60
竃      1 :30

土坑・ピット  1:30
1蒜     1

土器  1
鉄製品 1
石器  1
石鏃  2
石造物 l

100ほ か  断面  l i60ほ か

3

2

3

3

8

3 遺構図版中の数字は遺物香号を示し、遺物図版、写真図版、観察表の各呑号と一致する。遺構平面図に

おける遺物間実線は接合した 2′点の接合関係を示す。遺物分布図のドットは、現場でナンバーをつけて取

り上げた個々の遺物を示し、うち図化した遺物については、図版番号と同一の番号を付した。なお、遺物

の種別を示す記号は以下のとおり。

◎ 土器  ● 土師器・土師質土器・土器  ▲ 須恵器  ■陶磁器  △ 石器・石造物

◆ 骨   ◆ 粘土  ○ 金属製品 。銭貨

4 土器断面図中の破線は接合帯を、黒の塗りつぶしは須恵器を示す。

5 土層説明における土色表示は農林水産省水産技術会議事務局監修 F新版 標準土色帖』を使用した。

6 遺構図版中の遺物番号は写真図版番号、遺物観察表番号と一致している。

7 本書図 1は 国土地理院発行の 1/200,000地勢図、 1/50,000地 形図、図2は 1/2,500山梨市発行都市計

画図を使用した。

8 本文の註・参考文献については各節 (章)の文末にまとめた。
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第 1章 経過

第 1節 調査の経過

三ケ所遺跡の発掘調査は、JR東山梨駅と山梨市後屋敷間に計画された市道建設を原因とする。この一帯は、

今日モモ・ブ ドウを主とした呆樹地帯および住宅地であり、また農道沿いに面 して存在する国宝清白寺や県

史跡連方屋敷などの史跡・文化財を抱える観光地でもある。現状の農道では進入路の道幅が狭いため、観光

バスなどの大型車が通行できないといった懸柔に対する道路改良の要望を踏まえて計画されたもので、山梨

市都市計画図には「山梨市駅東山梨線」として、山梨駅方面につながる予定路線図が図示されている。

連方屋敷を含む道路予定地周辺は、「三ケ所遺跡」という名称で、古代 。中世の埋蔵文化財包蔵地として

遺跡地図等で周知されている。そこで工事計画に先立ち、平成20年 (2008)、 山梨市教育委員会は予定地内

各所にて試掘調査を実施 した。路線予定地内に任意で 1× lm四方の試掘坑を各所に設定、遺構確認面まで

人力により掘削、遺構・遺物の検出状況を確認 し、本調査の範囲を絞 り、工事計画をもとに平成20年度の本

調査予定地区を設定し、清白寺参道を中心に東西約 140mの 間とした。

調査については委託事業 として本年度現地調査のみ実施、次年度整理作業 という予定で、山梨市が (財 )

山梨文化財研究所に業務委託を行い、平成20年 7月 25日 契約、工期は 7月 26日 ～10月 31日 とし、調査が行わ

れることとなった。事業名は地方道路整備臨時交付金事業、委託業務名は月ヽ原東東後屋敷線改良に伴う埋蔵

文化財発掘調査業務である。本調査にあたっては山梨市教育委員会が作成 した仕様書に基づき、山梨市建設

課、山梨市教育委員会との協議、打ち合わせを随時行いながら、山梨市教育委員会職員の監督のもと、本調

査を実施することとなった。山梨県教育員会あて届出は平成20年 6月 29日 付提出、 7月 29日 付で山梨県教育

委員会より通知を受けている。

整理事業については、平成 21年 8月 25日 契約、工期は8月 26日 から平成 22年 1月 29日 で、山梨市が (財 )

山梨文化財研究所に業務委託 し、報告書刊行に向けての作業が行われることとなった。

第 2節 発掘作業の経過

現地での発掘調査は平成20年7月 28日 より10月 31日 まで、約 3カ 月間実施 した。調査にあたっては廃土置

き場が路線予定地内で確保できなかったことから、調査地区を南と北に細長 く2分割 し、南側を調査 したの

ち廃土を反転 して北側を調査 し、遺構図面を合成することとした。

調査は西区より開始 し、溝を調査 したのち、中区、東区へ と移動 し、竪穴、ピット、土坑、掘立などを調

査 した。その過程で 1号掘立、 2・ 3号竪穴が調査区と道との境の上手中に続いていることがわか り、調査

区を一部拡張した。ほぼ半分が掘 りあがった 9月 17日 に 1回 目のラジヘリ撮影を実施 し、その後重機で盛 り

上を反転、北側を調査 した。西区では参道に沿った溝などを調査するとともに、参道脇にかつて存在 した池

を確認した。また西区南東隅に石造物の台座が並んで検出されたため、道路との境ぎりぎりまで調査区を拡

張した。続く中区、東区では土坑、ピット群の調査を進めていくなかで 1号竪穴と重複するように5号掘立

が存在することがわかり、一旦埋め戻した 1号竪穴を急きょ再発掘し、掘立の全体像の把握に努めた。また

北壁では4号掘立の柱穴が調査区外にかかっていたため、柱穴 1本分のみ調査区境を拡張して調査した。10

月23日 には、ほぼ完掘した状態で 2回 目の空撮を実施し、10月 27日 には現地調査を終え、埋め戻しに入つた。

なお調査面積は、西区 310だ、中区 1185だ、東区 136∬ ほか、計 1640だである。

調査日誌、調査参加者は以下の通り。

【調査日誌】
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平成20年 (2008)7月 29日 (火)調 査範囲を確認 し、表土剥 ぎを開始。道幅が狭 く、当初予定 した重機 を入

れることができず、小さな重機を使用することとなった。調査事務所などのハウス等を設置。東西方向

の溝を確認。

7月 30日 (水)表 土剥 ぎ。機材搬入。基準抗設置。

7月 31日 (木)表 土剥 ぎ。

8月 1日 (金)表 土剥 ぎ。調査区壁の精査。

8月 2日 (土)表 土剥 ぎ。

8月 3日 (日 )表 土剥 ぎ。

8月 4日 (月 )表 土剥ぎ及び遺構確認作業。竪穴 2軒、焼骨を伴う土坑確認。夕方激しい雷雨。

8月 5日 (火)遺 構確認。

8月 6日 (水)1号 溝掘削開始。

8月 7日 (木)溝 掘 り下げ。

8月 8日 (金)重 機による表土剥ぎ。 1号溝掘 り下げ。

8月 12日 (火)1～ 3号溝調査。遺物取 り上げ。

8月 13日 (水)1・ 2号溝礫出土状況写真撮影。遺物取 り上げ。

8月 18日 (月 )1号 溝断面実測。ベル ト除去。溝内礫出土状況のポール撮影。

8月 19日 (火)遺 構外の精査。滞内遺物取 り上げ。礫除去。

8月 20日 (水)1号 溝内再精査。

8月 21日 (木)1号 土坑確認。馬歯検出。

8月 22日 (金)1号 土坑完掘。写真撮影。

8月 25日 (土)西 区調査。

8月 26日 (火)西 区調査。

8月 27日 (水)西 区調査。

8月 28日 (木)西 区調査。

8月 29日 (金)西 区調査。

9月 1日 (月 )東 区調査。調査区壁面精査。溝 2本 (4・ 5号溝)確認。

9月 2日 (火)東 区調査。撹乱等を掘削し、調査をほぼ終了とする。中区東側より精査開始。

9月 3日 (水)中 区の精査。細かなシミ状の撹乱掘 り下げ。2～ 4号土坑調査。

9月 4日 (木)ピ ット群の調査。道際に東西に並ぶ柱穴列確認 (1号掘立)。

9月 5日 (金)鋤 紫掛け。掘 り下げ。竪穴 l軒確認。 l号掘立の柱穴半裁。5・ 6号土坑調査。

9月 8日 (月 )1号 掘立の南側を拡張。2'3号竪穴確認、掘 り下げ。南壁を拡張。 1号竪穴掘 り下げ。

完形の上師器杯など出土。

9月 9日 (火)1号 竪穴遺物出土状況写真、遺物取 り上げ。礫実測。2・ 3号竪穴掘 り下げ。遺物取 り上げ。

l号掘立完掘。 3号竪穴内より鎌出土。

9月 10日 (水)1号 竪穴礫取 り上げ。断面図作図。2・ 3号竪穴完掘。 l号掘立完掘写真撮影。2号掘立柱

穴列半裁。 l号配石調査。

9月 11日 (木)2・ 3号竪穴竃調査。 2号掘立断面図作図、完掘へ。 l号竪穴完掘写真、遺物取 り上げ。

帝京科学大生 4名、学芸員実習のため調査参加。

9月 12日 (金)中 区ピットなど調査。 3号竪穴篭内礫実測。7号土坑焼骨調査。

9月 16日 (火)1号 竪穴竃内調査。支脚転用上器出土。中区西端鋤集掛け。ピット掘 り下げ。中区をほぼ

調査終了とする。

9月 17日 (水)ピ ットなど調査。全体の精査。ラジヘリによる空撮。 1号竪穴竃調査。
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9月 19日 (金)全 景、各遺構の完掘状況写真撮影。台風接近により周辺整理。

9月 22日 (月 )中 区補足調査。

9月 24日 (水)再 精査により掘立 1軒確認(3号掘立)。 1号竪穴竃調査。支脚転用土器内より支脚石出土。

9月 25日 (木)3号 掘立断面図。 l号竪穴掘 り方完掘、写真撮影。2・ 3号竪穴掘 り方調査。ポール撮影

による追加写真測量。

9月 26日 (金)重 機による盛 り上の反転、北側表土剥 ぎを開始。4号竪穴設定。調査。竃部分を拡張。l

～ 3号竪穴掘 り方断面図作図。

9月 27日 (土)完 掘状況写真撮影。

9月 29日 (月 )表 土剥 ぎ。

9月 30日 (火)表 土剥 ぎ。東区の長方形土坑群など掘 り下げ。中区東側の精査。遺構確認。4号掘立確認。

l号竪穴と重複する 3間 ×3間の掘立柱建物確認 (5号掘立 )。 4号竪穴竃半裁。

10月 1日 (水)表 土剥 ぎ。中区 1号竪穴を再調査 (5号掘立重覆が判明したため)。 4号竪穴竃調査。ポー

ル撮影。床面掘 り方裁ち割 り。

10月 2日 (木)表 土剥 ぎ。精査。20～ 25号土坑半裁。東区完掘。写真撮影。断面図作図。

10月 3日 (金)表 土剥 ぎ。

10月 4日 (土)重 機による表土剥ぎは本日で完了。

10月 6日 (月 )西 区精査。石列検出。溝 4本確認。

10月 7日 (火)西 区溝などの掘 り下げ。台座地点で台座列確認。西区溝の調査。参道脇の池にトレンチを

入れ、池の石積みを確認。

10月 8日 (水)1号 池調査。西区ほぼ調査終了。

10月 9日 (木)1号 池完掘。石積みのポール写真撮影。台座地点のポール撮影。

10月 10日 (金)中 区西側精査。4号掘立の一部を拡張。ピット呑号を付けて半裁。台座地点の写真撮影。

安全対策のため池をコンパネで一旦封鎖する。

10月 14日 (火)中 区精査。台座列断面図作図。

10月 15日 (水)台 座地点掘 り下げ。寛永通宝など出土。中区精査。4号掘立完掘①土坑掘 り下げなど。

10月 16日 (木)台 座地点掘 り下げ。土坑調査。中区精査。

10月 17日 (金)台 座地点の一部拡張。台座を取 り上げ、下層を調査。中区の上坑をほぼ完掘。シー トの片

付け。 4号掘立完掘写真撮影。

10月 20日 (月 )台 座地点精査。ポール撮影。下層掘 り下げ。5号掘立柱穴半裁。4号竪穴竃調査。

10月 21日 (火)台 座地点下層精査。土坑 3基確認。 5号掘立断面図。完掘。空撮準備。

10月 22日 (水)40号土坑、ピット群調査。10～12号溝調査。

10月 23日 (木)ラ ジヘリによる空中写真撮影。全体写真、各遺構の完掘状況写真撮影。

10月 24日 (金)補 足調査。

10月 27日 (月 )補 足調査。

10月 28日 (火)重 機による埋め戻 し開始。

10月 29日 (水)埋 め戻 し。

10月 30日 (木)埋 め戻 し。

10月 31日 (金)埋 め戻 し。室内で図面整理。

【発掘調査作業員】 (敬称略)

興石邦次 角田勇雄 清水征二 名取正司 横内清次 茂内達 鷹野義朗 藤巻敏也 平賀早苗 坂本行

臣 原島進 萩原忠 藤原五月 岸本美苗 窪田信一 岩崎誠至 筒井聡 彼田勝夫 早川栄蔵 長谷川

規愛
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第 3節 整理等作業の経過

遺物整理、報告書作成作業については、平成 21年 8月 26日 から平成 22年 1月 29日 までの間、山梨文化

財研究所内で実施 した。遺物水洗ののち、遺物の総量を把握するため、各遺構ごと、種別ごとの出土重量を

計測 した。その後、注記、接合作業、遺構内同一個体の識別、遺構内接合を行ったのち、遺構間での接合関

係を調べ、接合がひととお り終了したのち、実測図化用資料を抽出、図化 した。遺物については 2倍図で図

版を組み、 トレースを行った。遺構は空撮写真の図化データをもとに、遺物出土データを合成 し、遺構図の

修正、遺物分布図、接合図の作成、断面投影を行った。また現場での手取 りの断面図等をパソコンに取 り込

み、パソコン上で トレース、レイアウトした。竃内土壌などのサンプルは、乾燥ののち乾燥重量測定、水洗

選別を行い、炭化種実などを抽出し、同定委託 した。配石等で出土した焼骨については、洗浄、抽出ののち

同定委託し、伴出した炭化物については樹種同定および放射性年代測定をすることとした。以上の同定 。年

代測定はlMlパ リノ・サーヴェイに委託した。また 1号土坑出土馬歯に関しては年齢などの同定 を山梨県立博

物館の植月学氏に依頼 した。

【整理作業員】(順不同 敬称略)

竜沢みち子・岩崎満佐子・古郡明・斉藤ひろみ 。須田泰美・田中真紀美・広瀬悦子・藤井多恵子

原野ゆかり。小林典子・小林裕子・大村明子・長田由香・伊藤美香・角屋さえ子・三森つる子・藤原五月

渡邊美伸・小林登志恵・佐藤広美
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

三ケ所遺跡は山梨県甲府盆地東側、」R山梨市駅と塩山駅の中間付近にあたり、山梨市域東端、甲州市寄

りに位置する。盆地東部を流れる笛吹川が形成した扇状地地形の台地面、南東向きの緩やかな平坦地に立地

し、笛吹川とその支流重川に挟まれた中間付近に位置する。標高は361～362mo JR中 央線、東山梨駅の東

方 500mに あり、現在周辺はブ ドウ 。モモを主とする果樹地帯、住宅地となっている。遺跡分布図における

三ケ所遺跡は、東西 520m、 南北 570mに 及ぶ広大な範囲で、古代から中世の集落遺跡とされていて、連方

屋敷、清白寺を含む一帯となっている。今回報告する本調査を実施 した地点は、東山梨駅と後屋敷地区方面

を結ぶ新設道路の予定地内で、南北に直線的にのびた清白寺参道と、従来より存在する東西方向の細い農道

とが交差する地点を中心に、農道に沿って東西方向に展開する。このあたりは平坦で日当たりも良く、土壌

も肥えているが、大きな河川からは離れていて、調査区東端に南流する五箇村堰開設により水田が開かれる

以前は、水に乏しい地域だったようである。今 日の果樹地帯となる以前は水田地帯であり、畑の区画に水田

面の痕跡をとどめている。

第 2節 歴史的環境

三ケ所遺跡周辺には連方屋敷、清白寺の存在が物語るように、東山梨地域でも中世以来の最も重要な地域

のひとつであったことは言うまでもない。さらに周辺の条里的な地割の存在 も大いに注 目される点である。

条里地割の成立時期は定かではないものの、本遺跡周辺には随所に認められるもので、連方屋敷、清白寺も

地割の一角を占めるように位置する。また連方屋敷の正面南中央には、南北の通 りに面して町屋的な地割の

発達が認められ、連方屋敦との関連性は明らかである。遺跡分布をみると、周辺には平安時代を主とする古

代以降の遺跡が点在するが、中でも本遺跡は格段に大きな遺跡といえる。

清白寺 (山号 海涌山)は調査区北側に位置する。正慶 2年 (1333)あ るいは観応 2年 (1351)の創建で、

開基は足利尊氏、開山は夢窓疎石とされ、開創は二世住職、疎石の高弟清渓通徹である。ただし正慶 2年説、

観応 2年説 (夢 窓の没年)は ともに明治になってからの新説とされる。夢窓自身は嘉元 3年 (1305)10月

～徳治 2年 (1307)2月 、延慶元年 (1308)7月 ～ 2年春、2年 7月 ～正和 2年 (1313)春、元徳 2年 (1330)

9月 ～元弘元年 (1331)2月 、正慶元年 (1332)春～ 2年 3月 の間、甲斐在住が確認できるといわれ、永徳

2年 (1382)には恵林寺住寺絶海中津が来寺するなど夢窓開山説は信憑性が高いものの、尊氏開基は考えに

くいという (山梨市 2006)。

写真 1 清白寺仏殿及び庫裏
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本専釈迦如来。伽藍配置は惣門、山門、仏殿、本堂が南北に一直線の配置を示す禅宗形式をなす。国宝仏

殿は檜皮葺きの方三間裳階付入母屋造で、禅宗様式の建築であり、大正 6年の修理の際に発見された身舎組

物の墨書により応永 22年 (1415)建立と判明しており、応永年間に大規模な伽藍修復がされたと考えられ

ている。仏殿以外を焼失 したのち寛永 7年、諸堂再興を発願、同 18年工事を終え、正保 2年 (1645)鎌倉

建長寺末から妙心寺末に転派 したが、天和 2年 (1682)12月 に火災で諸堂焼失、貞享年間に恵林寺から入

寺 した蘭室により再建工事が始まり、享保ころまで続き、享録 16年 (1731)の 惣門完成で寺観が整った (山

梨市 2006)。 なお仏殿は寛保 3年 (1743)屋根替、天明元年 (1781)、 明治 12年 (1879)に 4多理が行われ、

明治 40年 に特別建造物 (旧 国宝)指定、大正 6年解体修理、昭和 30年屋根替ののち国宝指定された。ま

た元禄 2～ 6年 (1689～ 1693)再建とみられる庫裏は、昭和 60年県指定ののち国重文となった。また本堂

は、元禄年間建立で市指定文化財。なお寛永年中から当寺住職は寺子屋を開いており、享和年間 (1801～ 4)

には 200名 もの生徒がおり、学制頒布の明治 5年まで開校 していたという (山梨市 2006)。

仏殿内には一木造 りの平安仏 (十一面観音立像、平安前期)も 安置されていることから、寺院の開設が平

安時代に遡る可能性があるとされる。また現在地より北二町の「古寺家」が夢窓開山当初の寺地であったと

いう由緒書があり (山梨市 2006)、 前身寺院が存在 した可能性 も指摘されるところである。なお清白寺成立

に関しては連方屋敷の館主の書提寺と推定する説もあるなど、所在する位置関係が近いことから両者を関連

付ける見方がある。

調査区の西、東西道路に沿って 250m先には、中世の居館跡として知られる県史跡、連方屋敷がある。東

西 117～ 130m、 南北 120mの四周に土塁をもつ単郭方形居館で、一般的な中世居館跡よりひとまわり大きく、

土塁の遺存状況が良好な点が特徴的である。館主の伝承については、安田義定の九世安田孫左右衛門尉光泰

(連峯入道)がこの屋敷に居住 し連峯屋敷と呼ばれたという記録があるとされるほか、『甲斐国志』は「蔵前

宗ノ頭四人」のうち 2名が古屋氏で、屋敷地内に当時古屋氏 2名が居住 し、同衆には古屋氏が多いこと、周

辺に古屋氏が多 く居住 していることから、蔵前衆古屋氏一党との関連を推測する。また上野晴朗氏は南側中

央に門があり街区がのびていることから、「蔵前の庁所」と推測 している。居館跡内には南側に人家があって、

南側と西側は土塁を一部欠くが、西側から北側にかけて土塁が良好に遺存 している。居館内ではこれまでに

平成 6年に住宅建て替えに伴い南東隅で調査が行われ、集石遺構に伴い常滑甕 (13世紀末～ 14世紀初頭 )、

内耳土器 (15世紀か)が出上 した。平成 15年に居館内 9138∬が山梨市に寄付されたのち、史跡整備・学術

調査のための試掘調査が平成 16年 から現在まで、山梨市教育委員会により継続的に実施されていて、2007

年までに 53か所、62本の トレンチにより1300∬が調査されている (三澤 2007)。 その結果、屋敷地中央で

南北に細長い礎石を伴う掘立柱建物 1棟、南西寄 りで東西の礎石建物 1棟が確認され、中央の礎石面から高

麗青磁梅瓶片 (13世紀前半～後半)、 龍泉窯青磁蓮弁文の碗片 (13世紀中葉)が出土 したほか、14世紀中

～ 15世紀前半と考えられるかわらけ集中区などが検出されている。16世紀の遺物はほとんどなく、その後

近世陶磁器類が出土することから、14世紀以前築造、衰退期を含みながらも近世以降まで存続 したと考え

られ (三澤 2007)、 清白寺の建立、周辺地割や条里との関連性が指摘されている。

市内の条里プランについては山梨市史に詳しい (中 山 2005)。 それによれば笛吹市一宮町・甲州市塩山・

山梨市後屋敷をはじめ重川右岸に広 く展開する峡東条里と、笛吹川右岸、兄川扇状地の人幡地区を中心に広

がる人幡条里の 2者の区別が可能で、前者は南北軸が真北から 12° 東に傾き、後者は 24° 東に傾 く。峡東条

里は一宮浅間神社 と清白寺東の道 (本調査区中区と東区間の農道)付近を直線的に結ぶ南北ラインを軸線と

する広が りをもち、熊野神社・菅田天神社 (甲 州市)、 大井俣神社 (山梨市)な どが条里プランに組み込ま

れるといわれ、今宮遺跡 (笛吹市一宮町)、 桜井畑遺跡 (甲 府市)な どでの考古学的調査の事例から9世紀

前半代での施工が考えられるという。一方、八幡条里は窪八幡神社と天神社 (山梨市)、 熊野神社 (甲 州市)

を結ぶ東西ラインを軸線として広が り、その成立時期は窪人幡神社、天神社の成立時期から 16世紀初頭ま

たはそれ以前と考えられ、牧庄、安田氏の勢力圏との関わりを伺うことができる中世荘園の条里プランとさ
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れる (中 山 2005)。 本遺跡の調査区域一帯にみられる地割については、峡東条里の中心軸線上に位置すると

ともに入幡条里が峡東条里に接続する地域にあたり、条里プラン成立を検証するうえで重要な地域といえる。

そのほか、これまでに調査が行われた奈良 。平安時代の遺跡をいくつか説明する (図 1)。

日下部遺跡は、三ケ所遺跡西方約 l kmに ある平安時代の集落遺跡である。日下部中学校 (現 山梨北中学

校)校舎建設に伴い昭和 24年 に調査が行われたもので、全国的にも古代集落の調査例としては先駆的な事

例である。5次調査の結果、9世紀後半～ 10世紀前半の竪穴住居 28、 掘立柱建物跡 1、 溝 4が検出され、墨

書土器 (真・王 。南 。田・饗・輌井など)、 腰帯具 (巡方・丸輌・彼具)の 出土が注 目される。

江曽原遺跡は本遺跡の西 3.5kmに あり、日下部遺跡とともに昭和 25年に調査された。時期は明確ではない

が、平安時代の竪穴住居 3、 掘立柱建物跡 2、 井戸、大溝などがが検出され、溝内からはクルミ。モモ・ウメ・

オオムギ・コムギ・イネなどの種実が出上 している。

七日子遺跡は本遺跡の北約 2kmに位置する。筒粥神事で有名な七 日子神社の裏手にあり、平安時代、10世

紀前半の竪穴住居 4が検出されているほか、道をはさんで東の畑で布 目瓦が採集できる。寺院の規模、伽藍

配置などは全 く不明ではあるが、古代の堂あるいは寺院があるとされ、七日子廃寺として知られている。

図 2に三ケ所遺跡の位置および周辺遺跡の分布図を示す (番号・位置は山梨市遺跡分布図に準拠 )。

胤  遺跡名       種 別    所在地      時 代

90  唐土遺跡      散布地  三ケ所字唐土    古墳・中世

106 新町東遺跡     散布地  三ケ所字新町東   縄文

107 三ケ所遺跡     散布地  三ケ所字寺平    平安・中世

109 東後屋敷遺跡    集落跡  東後屋敷字小屋敷  縄文・奈良・平安

127 原遺跡       散布地  三ケ所字原     古墳

129 上之割八王子遺跡  散布地  上之割字八王子   平安

131 梨木遺跡     散布地  上之割字梨木    平安

171 武田金吾屋敷跡   城館跡  東後屋敷字小屋敷  中世

175 連方屋敦     城館跡  三ケ所字連方    中世

【参考文献】
上野晴朗 1972『甲斐武田氏』新人物往来社

上野晴朗 1983『武田信玄 城と兵法』新人物往来社

上野晴朗 1987『 日下部 日下部遺跡調査報告書 付 七日子遺跡 江曽原遺跡』山梨市教育委員会

山梨市教育委員会 2002『 山梨市遺跡分布図』

数野雅彦 2005「連方屋敷」『山梨市史 史料編 考古・古代・中世』山梨市

中山誠二 2005「条里」『山梨市史 史料編 考古・古代・中世』山梨市

山梨市2006「清白寺」『山梨市史 文化財・社寺編』

三澤達也 2007「連方屋敷J『山梨考古』106
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第 3章 調査の方法と成果

第 1節 調査の方法

市教委の試掘データをもとに重機により遺構確認面まで表土剥ぎを行い、測量のための基準抗を打設、国

家座標を付けた。遺構確認面を鋤集により精査 し、竪穴、溝などの掘 り込みを確認 したのち掘 り下げ、出土

遺物は光波測量機およびノー トパソコンによる図化システム (「遺構 くん」 アイシン精機製)に より3次元

データを記録 しながら取 り上げた。掘 りあがつた遺構はカメラ搭載のラジコンヘリにより空撮を行い、平面

図化を行った。そのほか個別の遺構や、覆土中での礫出土状況などは、ポール先端にカメラをつけた簡易空

撮システム (ポール撮影)に より空中写真撮影を行い、空撮データに合成 した。そのほか記録写真は、一眼

デジカメ、一眼レフカメラ (リ バーサル・白黒)に より適時撮影を行った。

調査区範囲は細長 く、周辺に残土置き場を確保できなかったことから、調査区内を南側、北側の 2分害J調

査することとし、2回 に分けて表土剥 ぎを実施、空撮も2回実施した。調査区は南北方向の道・参道を境に、

便宜的に東区 。中区・西区の 3地点に区分 して呼称 した。また参道右側で追加調査 した池跡は、池地点、西

区南東で拡張 した地点は、石造物台座が配列 していたことから台座地点と仮称 した。

竪穴住居はセクシヨン図、覆土中の礫出土状況の平面図、床面の硬化面範囲を光波またはポール撮影で記

録 したのち、完掘状況の図化用写真 としてポール撮影を行った。掘 り方掘削後、掘 り方平面図のためのポー

ル撮影を行い、断面図を作図した。柱穴程度の掘 り方をもつピットについては直径、深さ、土質の観察をし、

断面図作成は行っていない。ピット以上の直径をもつ墓坑的な規模の穴は土坑とし、セクション図を作図し

た。出土遺物については、微細遺物を除き出土位置を記録、遺物番号を付けて取 り上げた。Noは遺跡全体で

遺構内外に関わらず通し呑号とし、図化システムデータから台帳を作成、遺構名等の情報を確認できるよう

にした。

第 2節 層序

基本層序はとくに設定していない。また下層の堆積状況確認のための深掘 りは行っていない。ただし、西

区の 4号竪穴、中区の 1号掘立、4号掘立 68号ピット、2・ 3号竪穴等、各所で地表面からの堆積状況を断

面実測 しているので、参照されたい。基本的にはもと水田面で、南方向の緩やかな傾斜面を平坦に造成して

いることから、全面的に水田の床土面があり、とくに南側には盛 り土痕跡が認められる。遺構確認面は褐色

粘質土で、小礫が露出するところがある。

第 3節 遺構

調査区は、農道、参道で区切 られた東西に細長い 3ブロックとなっている。ここでは西側を西区、中央の

最 も面積が広い部分を中区、東端の農道と堰の間を東区と呼称する。

検出された遺構は以下の通りである。

竪穴住居 4  掘立柱建物 5  土坑 42  溝 12  ピット  池 l

西区では農道に沿って2本の溝が東西方向に平行に走り (1・ 2号溝)、 直交するように清白寺参道に沿つ

て 3本重複しながら存在する (6～ 8号溝)。 それらの溝は道の側溝と考えられることから、現在の道の前

身とみられる。また 1,2号溝に切られるようにして斜め方向に3号溝がある。 1号溝の中央、溝と重複し

て 1号土坑があり、馬歯が出土したことから馬の墓と考えられる。また 1号溝西端では下層から平安時代の

4号竪穴が検出されている。西区南東隅からは石列および石造物の台座 3基が並んで検出された。現在、調
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番 号 区 径 cD 深さcm 備 考

表 1 ビットー覧表
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表 2 遺跡別遺物出土量 (g)
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査地点北側に「海涌山清白禅寺」という標柱をはじめ、石灯籠、石仏等を移動 してまとめた地点があるが、

それらが元々存在 した地点にあたる。台座地点の東側、参道脇には、参道脇の水路近 くに池があったという

話を調査中に地元の方より知らされた。路線予定地内にあたるため試掘 したところ、話のとおり石積みで囲

んだ池が見つかつた。中区では中央付近に竪穴住居が 3軒存在 し、その周辺に一部竪穴住居と重複するよう

に掘立柱建物が存在 した。中区内は全体的に細かな耕作痕が著 しく、その中にピット、土坑などが点在 した。

東区には南北方向の溝 2本が平行 して存在 し、現農道に先行する旧道路側溝 と思われる。また用途は不明な

がら大形隅九長方形の土坑が複数重複 して存在 した。

1号竪穴 (第 6・ 7図 )

(位置)中区中央やや東寄 り、5号掘立 と重複 して存在 し、壁には掘立の柱穴やそのほか複数のピットとの

切 り合いにより、やや複雑な形態を呈する。

(形態)東西 3.5m、 南北 3.5mの隅丸方形で、東壁、南東隅寄 りに竃がある。主軸方向は E-12° ―S。 周溝は

不明確であるが、壁際には全周するように掘 り方としての落ち込みがある。床面には中央付近に硬化面が明

瞭に残 り、一部貼 り床も存在 した。つまり竪穴住居構築にあたり、床面中央を掘 り残すようにして四周の壁

際を幅広に掘削するというタイプの掘 り方をもつ。床面までの深さは38cmで ある。

(覆土)南北にベル トを残 して土層を観察 した。暗褐色土を主体 とし、壁際には壁の崩落土と思われる黄褐

色土が堆積する。覆土中位～下位にはやや大形の礫が ドーナッツ状に分布 し、ほとんどが床面から浮上 して

いるのが特徴的である。竃周辺にあるものに関しては竃由来の礫を含むものとみられ、一部被熱 した礫 もみ

られたが、天丼石に相当するような大形礫はみられなかった。円礫状、楕円形状の礫が多 く、それらの礫中

には磨 り面をもつ 38の ような使用痕のある礫 も含まれる。掘立の柱穴に相当する位置に確認面から掘 り込

まれた撹乱状のピットが床下まで達するように存在する。断面図によれば竪穴住居よりも掘立柱穴が新 しい

と判断されるが、たまたま柱穴の位置に重覆 した撹乱状の穴と考えられ、また他の柱穴と竪穴の切 り合い関

係を見ると、掘立が古 く、竪穴が新 しい。

(竃)東竃で、壁際に 1,1× 0,7mの楕円形の掘 り方をもち、煙道はわずかに東壁に突出する。袖石には南側

に 1個の礫を直立させ、北側には一部 2重にするように 3個の礫を直立する。袖石の高さは 25cm、 幅 8cmで

ある。中央奥壁寄 りに直立 した石に土師器甕胴下半を逆位に被せた支脚が検出された。甕はやや細身の長胴

タイプのハケメ奏で、高さ23cm、 最大幅 15cmを 波1り 、底部中央には直径 4× 5cmの穿孔がある。通常は礫のみ、

あるいは土器のみの支脚を見ることが多いが、礫に土器を差し込んだ事例は管見では知らない。また底部に

穿孔があるという点も珍 しく、実用面以外の精神性に関わる行為のようにも思われる。

(遺物)床面直上から完形品の上師器杯・皿が 4点出上 した。床面中央から北側にかけてみられ、3点は正

位で、1点は逆位で出上 している。逆位出土の 1点には、体部外面に墨書「東大」が書かれている。また床

面よりやや浮いて甕がまとまって出上 している。そのほか覆土中の遺物は本遺跡内の他の住居に比べると多

く出上 したが、西・北壁寄 りからは少なく、亀周辺、南壁寄 りに分布の傾向がある。出土量は、土師器類は

5821g出上 し、うち杯類 1038g、 甕類 4788gと 甕類が非常に多い。

(年代)甲斐型土師器郭・皿の年代観から口縁部が玉縁化する 10世紀前半およびその直前段階の9世紀後半

代といえる。

2号竪穴 (第 7・ 8図 )

(位置)中区中央南壁寄り、調査区外にかかるようにして検出され、拡張して可能な限り掘 り広げた。西隣

には3号竪穴が並ぶように存在する。

(形態)調査区外にかかるため全体像は不明であるが、東西 3.8m、 南北は現状で 2mで、隅丸方形あるい

は長方形と思われる。主軸方向は N-7° E。 壁の高さは40cm。 竃は北壁、わずかに東寄りにある。周溝は西

壁にのみ存在し、幅 20cm、 深さ10cmで ある。掘り方の有無を確認するため薄く床面を剥いだところ、全面

的に礫層露出面となり、竃脇と床面に浅いピットが検出されたのみで、大がかりな掘り方地業は行っていな
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ヤヽ 。

(覆土)第 7図では北側から見た断面図を反転 して図示 しているが、3層 から上は盛 り上で、北側の切 り上

を平にならしている。竪穴覆土は 5層以下で、暗褐色上を主とする。礫が床面より浮上して散在 しているが、

数は多くない。

(宅)小形礫が竃の奥壁に積み重なるようにして並び、一部直立 した礫、煤が付着 した礫 もみられるが、袖

石ではない。また天丼石はなく、覆土周囲にもそれらしい礫は見当たらなかった。礫は地山の礫が露出した

ものとも思われる。竃の掘 り方は浅い皿】犬で一部被熱 し、地山の小礫が露出する。南北 1.5m、 東西 1l m

の楕円形で、煙道は壁から40cm余 り突出し、斜めに北側に立ちあがる。支脚石はないが、燃焼部中央がわ

ずかに深 くくばんでいる。

(遺物)覆土中位から下位にかけて少量分布する。破片化 した甕類が多い。土師器類は計 2218g出上 し、う

ち杯類は 238g、 甕類は 1980gと 甕類が大半を占める。

(年代)9世紀末～ 10世紀第 1四半期。

3号竪穴 (第 7～ 9図 )

(位置)中 区中央南壁寄 りにあり、一部調査区外にのびていたため、拡張 して竪穴の全体を明らかにした。

東隣には 2号竪穴がある。

(形態)竪穴本体の規模は、東西 3.lm、 南北 3.2～ 3.4mの隅丸方形で、東壁が西壁に比べやや長い。主軸

方向は N-5° ―E。 床面までの深さは30cmである。竃は北壁ほぼ中央に位置する北竃である。周溝は北西、南西、

南東隅に部分的にあり、全周 していない。床の硬化面は中央付近に 2m× 16mの範囲で認められた。床面

を剥いで掘 り方を探ったところ、南西・南東隅が浅い落ち込みをもち、それ以外ではわずかに全体が下が り、

北東を中心に礫層面が露出した。

(覆土)2号竪穴で見 られた暗褐色土は上層の 1層 にあり、下層では壁際を中心に、にぶい黄褐色上が厚 く

堆積 していた。礫は少なく、亀周辺などに小礫を中心に散在する。

(宅)亀は 1× 0.8mの ごく浅い燃焼部に、 lmの細長い煙道をもち、全体では南北 1.8mと なる。確実な袖

石はないものの、袖石の一部に用いたと思われる礫が向かって左側にあり、被熱 し、煤が付着 していた。そ

のほかにも小礫が袖石付近に数点存在するが、天丼石をはじめ、袖石に用いられた礫は竪穴内に存在 しない。

(遺物)竃南側、床面中央寄 りにごくわずかに散在 し、非常に少ないが、北西隅近 くから鉄製鎌がほぼ完形

に近い状態で出土 した点が注目される。出土量は土師器類 406g、 須恵器 38gである。

(年代)9世紀第 4四半期。

4号竪穴 (第 9。 10図 )

(位置)西区西端、調査区北壁にかかるようにして存在 し、竃付近は拡張して完掘 したが、竪穴本体は半分

未満の調査にとどまった。 1号溝が重複 したため、覆土のほとんどを失っている。

(形態)東西 4m、 南北は現状で 24mで、隅九長方形かと考えられる竪穴住居。東壁に竃をもつ。主軸方

向は E12° ―S。 周溝は南壁中央付近に部分的に認められるが、そのほかにはない。ただし壁際に幅 40～ 80

cmの広い周溝状を呈 した掘 り方が巡 り、その内側には床面の硬化面が広 く認められ、焼土分布、被熱面 も存

在する。竃も周溝状の掘 り方内に構築されている。

(覆土)北壁での地表以下の土層断面を示 したのが第 9図断面である。竪穴覆土は 4層以下で、黒褐色上、

褐色土、黒褐色土からなり、ローム面を床面とする。

(宅)東壁の全体を明らかにできなかったため、竃の位置が東壁のどのあたりにあたるのか不明であるが、

やや南寄 りと考えられる。燃焼部の掘 り方は明瞭ではないが、周溝状に掘られた掘 り方内に収まる。石組竃で、

袖石は 2個づつの円礫、角礫を55cmの間隔で立て、中央よりも南寄 りに自然石を用いた支脚石を立てている。

竃の幅が比較的広 く、支脚石が南寄 りに立つことから、南北に 2日 の穴を開けた 2連式の竃の可能性が考え

られる。天丼石はない。また煙道はなく、壁外への突出した掘 り方は認められない。
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(遺物)遺物はきわめて少ない。

(年代)9世紀第 4四半期。

1号掘立 (第 11図 )

中区中央、南壁際に柱穴 4本が直線的に並ぶ。壁面にかかるように検出されたため、拡張して柱穴列 1列

分を明らかにした。柱穴列の延長線上には関連する柱穴がないため、東西方向は 4本 (3間 )で完結するこ

とがわかる。おそらく農道にかかるようにして南北に 3本 (2間 )の び、東西に長い 2× 3間の長方形の配

置を示すものと推測される。柱穴は両端の 2本 (7・ 10号 ピット)の径が約 100～ 125cmと 大きく、中 2本 (8・

9号 ピット)が約 85cmと やや小さい。柱穴の平面形は隅九方形～円形で、主軸方向は E-7° ―Sである。柱穴

セクションによれば覆土は黒褐色土、褐色土などで、柱痕は確認できない。柱穴の深さは 50～ 60cm、 柱穴

間隔は心心 ■7～ ■85mで、7号 ピットとlo号 ピット間の長さは心心 5.2mを 測る。

2号掘立 (第 11図 )

中区中央やや西寄 りに存在する2間 ×2間の方形配置を呈す柱穴列。中央に 10号土坑が重複 し、中央北

寄 りには中世の火葬骨を伴 う 1号配石が重複する。個々の柱穴間隔は 15～ 16m、 柱穴平面形は隅九方形

～不整円形で、直径 75～ 95cmで ある。建物としては東西 3.2～ 34m、南北 3mで、わずかに東西方向が長い。

主軸方向は N-4° 一Eと 、 1号掘立とほぼ同じ方向を示す。柱穴セクションによれば、■・12・ 13号 ピットに

は中心付近に幅 25cm程 度の黒褐色上の柱痕が通るほか、12。 14・ 15号 ピットには柱の当たりを示す小 ピッ

トが底面に認められる。柱穴の深さは 35～ 60cmで、おおむね 50cm程度の深さを示す。

3号掘立 (第 12図 )

中区中央、3号竪穴脇に存在する。東西 2間、南北3間 の方形建物で、主軸方向はN-15° 一E。 柱穴はやや貧弱で、

直径 35～ 60cm。 平面形は円形で、西列は3号竪穴に切られ、柱穴 1本を欠 く。柱穴の深さは20～ 35cmと 浅 く、

柱痕は確認できなかった。柱穴間隔は東西柱穴間で 1～ 2.lm、 南北柱穴間で 1.5～ 1.6m、 全体では東西 4.3

～ 435m、 南北 44～ 45mを測る。

4号掘立 (第 13図 )

中区西寄り、北壁調査区境にかかるようにして検出。東西 3本 (2間 )、 南北 8本 を確認し、さらに北側

にのびることが推測されたため、2間 ×3間の南北に長い長方形建物と考えられ、主軸方向はN17° E。 南

北 4.2m以上、東西 43～ 44mを測る。柱穴間隔は2～ 2.lm、 柱穴の平面形は円形～一部楕円形、深さは

50～ 70cmで、柱穴セクションによれば64～ 68号 ピットには中心部に幅 30～ 50cmの 黒褐色上、暗掲色土

が入り込んだ柱痕が認められた。また63号 ピットには礎板石とみられる30cm大 の平石が柱穴底面に据えら

れていたほか、64号ピットには柱の当たり痕とみられる小ピットが底面中央に確認された。

5号掘立 (第 14図 )

中区中央、 1号竪穴と重複して確認された。3間 ×3間 の方形建物で、主軸方向は N-9° ―E。 東西 5～ 5.3

m、 南北 52mを 測る。当初、 1号竪穴を調査した時点では、掘立との重複について確認できなかったため、

いくつかの柱穴を土坑として調査した。その後、盛り上の反転後に北側を調査した結果、柱穴列が連続する

ことがわかり、掘立柱建物と認定、改めて調査した。柱穴は西側南北列が明瞭に検出できたが、それ以外は

ややわかりにくい。また南偵I東西列は 1号竪穴に切られ、とくに82号 ピットは撹乱状の落ち込みと重なり、

わずかに柱穴の痕跡が掘 り方面に確認できた。柱穴間隔は 17～ 2m、 柱穴の深さは55～ 70cmで、柱穴セ

クションによれば、75号 ピットには中心に幅 30cmの柱痕が確認できた。また5号土坑、40号 ピットでは柱

の当たり痕が確認されている。

1号土坑 (第 15図 )

西区中央、 1号溝と切り合うようにして存在する。東西2m、 南北 1.3mの 隅丸長方形の上坑で、深さ65
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cm。 断面は箱状。主軸方向は E-20° ―S。 覆土は黄褐色土で、直ちに埋め戻 しが行われたらしく、確認段階で

は周囲の上との区別が難 しい状況であつた。周囲東端、壁に貼 りつ くようにして馬歯の顎骨が出土 した。歯

の遺存状況は良好で、埋葬姿勢をそのまま留めるものとみられる。南向きに前歯を向けることか ら、東頭位

南向きに頭を曲げて納めた馬の埋葬墓と考えられる。ただし1頭分を納めるにはやや小さい感がある。また

骨は上下歯、下顎のほかには全 く遺存 していなかった。詳細については第 4章第 4節植月報告を参照。伴出

遺物がなく時期は不明ではあるが、 1号溝に切 られていることが第 29図 D―DIの断面観察によりわかる。調

査の過程でも、溝の確認後に土坑の存在が判明している。溝とほぼ同一方向に土坑の向きを設定 しているこ

とから、周辺地害Jを意識 して方向を決めていることが推測でき、清白寺の寺域へ埋葬したものといえる。一

応溝よりも前、中世以降の所産と考えておくが、細かい時期は不明である。

2号土坑 (第 16図 )

中区東側に位置し、84号 ピットと重複する。直径 60cmの 円形で、深さは 19cm。 覆土は黒褐色土で、断面

はイ表ヤヽタライオ犬。

3号土坑 (第 16図 )

中区東側に位置する。直径 1.15mの 円形で、深さ 21cm。 覆土は黒褐色土を主とし、断面は浅い皿状。

4号土坑 (第 16図 )

中区東側に位置する。直径 84× 78cmの 円形で、表土は暗褐色土を主とする。深さ25cmで、断面形はボー

ル状。

6号土坑 (第 16図 )

中区中央、 1号竪穴南東に位置し、7号土坑南側に隣接する。直径 78× 72cmの 円形土坑で、深 さ 24cm。

覆土は暗褐色土・鈍い責褐色土を主とする。断面形はボール状。

7号土坑 (第 16図 )

中区中央、17号土坑南東に重複する。重機による表土剥 ぎの際に焼骨片の集中箇所が見つか り、周囲に

炭化物を多 く含む焼上分布範囲が認められた。土坑の存在を想定 し、東西にベル トを残 して掘 り下げたとこ

ろ、断面に直径 80cmの上坑状を呈 した焼土層の落ち込みが認められた (2層 )。 ただ暗褐色土中に存在する

ため、遺構 としては土坑自体の形を捉えることができなかった。焼土範囲は南北 1,lm、 東西 0.9mで、中

心部分に直径 20× 10cmの 範囲で焼骨集中部分がある。焼骨はその後の分析で人骨と判断され、報告につい

ては第 4章第 3節に譲る。

8号土坑 (第 17図 )

中区中央、3号竪穴北東に位置する。1.1× 0.8mの楕円形の上坑で、深さ20cm。 断面は桶状。覆土は黒褐色土・

暗掲色土を主とする。

9号土坑 (第 17図 )

中区中央西寄 り、2号掘立北側に位置し、2号掘立 23号ピットと重複する。いくつかのピットの集合体で、

全体では 18× 1.4mの不整楕円形となっている。覆土は黒褐色土を主とし、深さは 18～ 32cmを 測る。

10号土坑 (第 17図 )

2号掘立内に位置するい くつかのビットの集合体。全体では 09× 3mの東西に長い不整形を呈 し、深さ

は 10～ 22cmで、覆土は黒掲色上である。

11・ 12号土坑 (第 18図 )

中区中央東狽1、 南壁寄 りに位置する。12号土坑は調査区外にのび、11号土坑が西側に重複する。ともに

不整楕円形で、全体形の大きさは 2.8× 16m、 深さは 64cmと 深い。遺構ではなく風倒木痕などの自然の落

ち込みか。

13号土坑 (第 18図 )

中区西側、4号掘立南側に位置する。0.9× 1.4mの 不整楕円形で、深さは 45cm。
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14号土坑 (第 18図 )

中区西狽↓、4号掘立南狽1に位置する。l× 14mの楕円形で、深さは 20cm。 断面は浅い桶状。覆土は暗褐

色上を主とする。

15号土坑 (第 19図 )

15× 14m、 深さ0,75mの 不整円形土坑を中心に東西にい くつかの掘 り方が連結 したピットの集合体で、

全体では東西 3.3mを 測る。北側には 36号土坑が重複する。

17号土坑 (第 16図 )

中区中央、1号盟穴南東隅に重複 し、7号土坑とした焼骨を含む土坑墓が南側上層に接する。直径 1.2× 1.6

mの不整円形で、深さ 40cm。 断面は皿状。覆土中に礫を多 く含む。

18号土坑 (第 20図 )

東区北壁にかかるようにして存在する。東西 5m、 南北は調査区外にのびるため現状 2mで、隅丸長方形

を呈 し、主軸方向は E-6° ―W。 表上下層から掘 り込みがあり、鈍い黄褐色土・灰責掲色土を覆土とし、深 さは 05

mを測る。壁際に周溝があり、幅 30～ 65cm、 深さ 10cmの溝が西側の一部を除き全周する。床面は軟質で、

硬化面はない。覆土中より戦時中以前に遡るのではないかと思われる鉄製品などが出土 している。東区内に

ある他の類似土坑 と関連するものと思われる。

19号土坑 (第 20図 )

東区にあり、20号土坑 と直交するように重複する。南北 2m、 東西 43mの 隅丸長方形で、主軸方向は

E-20° ―W。 近接する 18・ 21号土坑 と同じ向き、ほぼ同じ大 きさを示す。深さは 40～ 45cmで 、底はほぼ平

らであるがやや東傾斜を示 し、東壁の一部は袋状にえぐれている。覆土は周辺類似土坑 と同じで、 しまりの

ない鈍い黄褐色土などを主とする。

20号土坑 (第 20図 )

東区、19号土坑と直交するように重複 し、19号土坑を切る。東西 2.3m、 南北 5mで、主軸方向は N-25°

―E。 ゆがんだ隅九長方形で、深さは 0.5～ 0.6m。 底面はほぼ平 らであるが、わずかに中央が高 く、壁方向

に対 して傾斜が見られる。

21号土坑 (第 20図 )

東区、20号土坑に連結するように接する。東西 4m、 南北 1.7mの 隅丸長方形で、主軸方向は E-17° 一W。

深さは 70～ 90cmで、底面は東に向かって傾斜をもち、東壁は袋状にえぐれている。

22号土坑 (第 21図 )

中区東側、調査区北壁際に存在する。直径 1× 1.lm、 深さ20cmの 円形土坑で、断面形はたらい状。覆土

は暗褐色土。

23号土坑 (第 21図 )

中区東側、調査区北壁際にあり、ほぼ同規模の23号 ピットと重複する。0。9× 1.2mの精円形で、断面は箱状。

深さは 43cm。 セクシヨン図を見ると23号 ピットに切られる。覆土は暗褐色土を主とし、礫を含む。

24号土坑 (第 21図 )

中区東側、調査区北壁寄 りにある。08× 1.3mの 楕円形～長方形土坑で、深さ 35cm、 断面形は箱状。覆

土は暗褐色上である。

25号土坑 (第 21図 )

中区東側、24号土坑南にある。直径 1.3mの円形で深さは 50cm。 断面はわずかに袋状を呈 し、底面は平たい。

覆土は暗褐色土・鈍い責褐色土を主とする。

26号土坑 (第 22図 )

西区東側、調査区北壁にかかるようにして検出。北側を拡張 し、おおよその形を把握 した。礫を覆土中に

多量に含む集石土坑で、14× ■8mの楕円形と思われる。深さは40cmで 、断面形はボール状。覆土は暗褐
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色上を主とする。焼土・炭化物等はなく、礫 も被熱を受けた形跡が認められなかった。遺物がなく、性格に

ついては明らかにできなかったが集石炉ではなく、墓に関わる土坑ではないかとみられる。

27号土坑 (第 22図 )

中区西側にある。1.1× ■7mの不整形であるが、2基の土坑の重複 と見られ、北側の上坑は 08× 1l m

の楕円形土坑で、深さ 28cm。 覆土は暗褐色土を主とする。

28号土坑 (第 23図 )

中区西側、4号掘立東にあり、28～ 30号土坑が南北に連なる。28号土坑は調査区北壁寄 りにあ り、0.8

×lmの楕円形土坑で、深さ 20cm。 底面は凹凸があり平坦ではない。覆土は暗褐色土を主とする。

29号土坑 (第 23図 )

中区西側、4号掘立東、28号土坑南に位置する。いくつかのピットが重複 し、複雑な形態 となっている。2.5

×13mの不整楕円形で、深さ 35cm、 セクシヨンによれば南隣の 30号土坑を切るらしい。断面皿状を呈する。

覆土は黒褐色土・暗褐色土を主とする。

30号土坑 (第 23図 )

中区西側、4号掘立東、29号土坑南に位置する。小 ピットが多数重複 し、複雑な形態をなす。1.7× 13

mの楕円形で、深さ30cmを 測る。断面形は凹凸があり、平らではない。

31号土坑 (第 24図 )

中区中央、32～ 35号土坑北側にあり、調査区北壁に潜るようにして検出。直径 0.9mの 円形～楕円形土

坑と思われる。深さ 5cmと 浅 く、ピットが重複する。

32～ 35号土坑 (第 24図 )

中区西側、4号掘立東に位置する。大形の不整方形で、竪穴状ではあるが、住居ではない。当初 4つの上

坑のまとまりとして認識し、掘 り下げたが、結果的にそれぞれが連結 し、ひとつの大 きな落ち込みとなった。

ここでは当初の上坑番号をそのまま生かすこととする。全体では東西 36m、 南北 4mで、深さ 10～ 25cm。

覆土は黒掲色土を主とする。遺物は 33号土坑 とした南西隅のあたりから土製粘土塊、鉄製刀子が出上 して

いる。

36号土坑 (第 19図 )

中区西端に位置し、15号土坑と重複する。1.7× 1.lmの不整楕円形で、深さは 25cm。

37号土坑 (第 24図 )

西区東南の台座地点で検出。0.5× 0.9mの長方形の上坑で、深さ0.6m。 覆土は黒褐色土・褐色土を主とし、

断面形は箱状で、現代の攪乱。

38号土坑 (第 24図 )

西区東南の台座地点にある。11× 0,95mの楕円形で、上面に配石があり、40cm大の平たい円礫からなる

大形礫 4個 を中心とした礫が複数載せ られた状況で検出され、覆土は暗褐色土を主とする。断面形は皿状で、

深さ 30cm。 底面は平らではない。配石墓の一種か。

39号土坑 (第 25図 )

西区東南隅、石列で囲まれた台座地点に位置する。70× 65cmの隅九方形～円形土坑で、深さ 52cm。 2つ

東西に並んだ台座を取 り上げて下層を調査 したところ、第 39図 4の台座にかかるようにして検出された。

覆土は礫混 じりの鈍い黄褐色土を主とする。底 よりやや浮いて古銭が出上 した。土坑南壁近 くから12cm浮

いて 5枚のまとまりがあり、その脇に 18cm浮 いて 1枚が出土 している。古銭は計 6枚あ り、いわゆる六文

銭 とみられ、本土坑が墓であったことが推測される。ただし骨は出土していない。

40号土坑 (第 25図 )

中区中央、 1号竪穴、5号掘立の東側にある。0.6× ■3mの長楕円形土坑で、深 さ 55cm。 断面箱状で、

覆土は黒褐色土を主とする。底面には礫層面が露出する。
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41号土坑 (第 25図 )

中区中央、5号掘立北側、調査区北壁寄 りにある。12× lmの楕円形で、深さ 20cm。 断面皿状で、覆土

は暗褐色土を主とする。

42号土坑 (第 25図 )

中区中央、5号掘立北西にある。90× 70cmの楕円形で、深さ20cm。 断面皿状で、覆土は暗褐色上を主とする。

43号土坑 (第 25図 )

中区東側、調査区北壁にかかるようにして検出された。13× 1.lm、 深さ約 lm。 覆土中より諸磯式期

かと思われる同一個体の縄文施文土器片 2点が出上 している。縄文前期の上坑の可能性が高いが、土器片は

混入とも考えられる。

台座地点 (第 26図 )

西区南東隅にあり、清白寺参道の向かって左側にあたる。調査区南東隅から、参道に平行する大形礫を直

線的に並べた南北方向の石列が検出されたため、参道脇ぎりぎりまで拡張 したところ、参道と直交する現農

道に平行するように東西方向の石列が確認され、先の石列 と直角にL字状を呈することがわかった。石列

はさらに東側、参道下へ続いていることが推測されたが、それ以上の拡張は断念した。石列の長さは東西 25

m、 南北 34mを測る。東西の石列に平行するように、石造物の台座が 3点、東西方向に並んで出土 した。

第 39図の 3～ 5で、3と 4の間隔は 1.3mあ り、検出当初は礎石ではないかとして、参道の山門に関わるも

のかと考えたが、石造物の台座 とわか り、本地点を遺構名としては適当ではないが「台座地点」と呼称す

ることとした。上層からは直径 5～ 10cm大の小礫が南側を中心に広が り、下層面にも礫層面が存在するが、

断面観察によれば間層をはさむことから、礫による 2つの整地面があることがわかる。遺物は礫中に混じる

ようにして土師質土器片、鉄製品、古銭などが出上 している。現在、調査地点北側参道にある清白寺標柱の

両脇に、石造物が 2007年秋にまとめられて安置されているが、それらが本来存在 したのがこの台座地点で

あったと思われる。移動にあたっては台座を残 したまま石造物のみを移動 したらしい。江戸時代の観音像を

はじめとする複数の石造物があり、どの石造物と台座が対応するのか

わからなくなっている。この台座地点は参道と東西の道が交差する辻

にあたり、清白寺への入口に石造物を配置したものと思われる。台座

下層からは、台座に直接伴うものではないが土坑墓とみられる 39号

土坑が検出され、そのほか 38号土坑 も存在する。寺域内に墓地が作

られたとみられるが、寺の正面入 り口にあたるこのような場所も墓地

として土地利用されていたことを示す事例である。

なお移設後にまとめられた石造物記年銘は次の通 り。

向かって左狽1 念仏講塔 (A)一 嘉永元年 (1848)

六地蔵 2(B・ C)一 Bは享保 16年 (1731)

六地蔵石憧 (D)一 元禄 3年 (1690)

石仏 2(E・ F)

向かって右側 「海涌山清白禅寺」標柱

六地蔵石憧―元禄 3年か

六地蔵 ―嘉永 7年 (1854)

検出された台座 3点は、おそらく左側の石仏 2容 (E・ F)お よび六地蔵 (B・ C)の うちいずれか3つの

ものであろうと思われる。

1号池 (第 27図 )

中区と西区の間、参道の向かって右側にある。もと清白寺標柱があった場所の北側に隣接する。参道脇に

沿って流れる側溝の泥を溜めた池が 30年以上前に存在したという話を地元の方より伺い、試掘溝を入れた

写真 2 参道左脇の石造物群
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ところ、石積みが検出され、池に伴うものであることがわかった。標柱の台座の直下にあたるため、完掘す

ることはできなかったが、東西 2.4m以上、南北 3mの長方形であることがわかった。西・北の石積みは自

然石を落とし積み風に 2～ 3段積み上げたもので、南については石積みの状況は不明稜であった。また東に

ついては調査区内に石積みはなく、側溝の側壁にまで広がる可能性がある。深さは08m、 底は平らである。

覆土は鈍い黄褐色粘土と砂層の互層を主とし、遺物はほとんど伴っていない。

1号配石 (第 27図 )

中区中央やや西側、2号掘立の上層に位置する。重機による表土剥 ぎの際、掘立の確認面よりも25cmほ

ど上面に焼骨を伴う炭化層が検出され、周囲には 15cm大の自然礫が 10個 ほどまとまり、配石を形成 してい

た。その中心部分に炭化層があり、周囲には径 0,4× 0.8mの 範囲で炭化物・焼土粒・焼骨を伴う層があって、

その下層の一部に焼土層がみられた。この配石を中心とした火葬施設と考えられる。焼骨は人骨で、詳細に

ついては第 4章第 2節の分析に譲る。 l号配石の 35m東に位置する 7号土坑でも、やや多 くの焼骨が出土

しているが、この一帯が清白寺南側にあたり、寺域内と考えられることから、火葬地として利用されていた

ことが考えられる。

1号溝 (第 28図 )

西区で検出された東西方向の直線的な溝で、38mを確認 し、東端が台座地点の石列に切られるが台座列

付近に 1号溝の続きらしい溝があり、さらに中区西端に南壁際に落ち込みがあることから、 1号溝が直線的

に伸びているものと思われる。主軸方向は E-25° ―S。 幅 09～ 19m、 深さ30cmで、覆土中に礫を多 く含む。

溝中央部と西側で断続的に溝が重複 している。南側にある 2号溝とほぼ平行 し、両者は旧道路の側溝と思わ

れる。溝の間隔は 1.3～ 1.8mを測る。遺物には土師質土器や中世陶器があり、中世後期、15。 16世紀の溝

と考えておきたい。溝の方向は、この地域一帯にみられる条里地割の東西方向と合致するものであり、連方

屋敷を含めたこの付近の地割およびその成立年代を考える上で参考事例となる。

2号溝 (第 28図 )

西区、南壁ぎわで確認された東西方向の直線的な溝で、27mを確認 した。主軸方向は E-19° ―Sで、 1号

溝とほぼ同じであり、 1号溝と共に旧道路側溝をなすと思われる。ただ覆上の状況は 1号溝と異なり、礫が

あまり入つていない。また西端ですぼまる傾向にあることから、両者で一対ではなく、時期差のある溝の重

複とも考えられる。溝幅は lm、 深さ0.3m。

3号溝 (第 28図 )

西区、中央付近にあ り、1・ 2号溝に切 られる直線的な溝で、約 8mを 確認 した。主軸方向は N-12° ―W。

この溝は他の条里地割の方向の溝とは異なり、斜め方向に南流 している。幅 1.1～ 1.5m、 深さ 20cmo l・ 2

号溝よりも古いことから、現在、付近に見られる地割の成立以前の土地区画のあり方を探る意味で示唆的で

ある。

4号溝 (第 31図 )

東区、農道脇にあり、南北に 105m、 直線的に続 く。主軸方向は N-19° ―Eで、現農道とほぼ同じである。

東側に 5号溝が平行 して走る。両者の間隔は約 2.5mで、2本平行することから道の側溝 と見られる。溝は

幅 30～ 50m、 深さ8cmで、北側では 20号土坑付近で消失する。土坑群の存在によって、その先の状況が

わからない。2つの溝をつなぐように直交方向の細い溝が溝間に2本存在する。溝間には硬化 した面はない。

5号溝 (第 31図 )

東区、4号溝東にあり、南北方向に 9.5m、 直線的に続 く。主軸方向は N-15° ―Eで 4号溝 とほぼ同じである。

溝は幅 70～ 80m、 深さ 12cm。 21号土坑手前で消失している。

6号溝 (第 28図 )

西区、参道西側の 3本の南北溝のうち、東狽Iの溝。長さ 105m、 幅 0.6～ 1.5m、 深さ 20cm。 南端を 1号

溝に切られる。主軸方向は N-27° ―Eo l号溝とは直角方向に交わる。

-20-



7号溝 (第 28図 )

西区、参道西側の 3本の南北溝のうち、中央の溝。長さ95m、 幅 0.5～ 08m、 深さ 10cm。 1・ 8号溝に

南端を切られる。主軸方向は N-20° E。

8号清 (第 28図 )

西区、参道西側の 3本平行 した南北溝のうちの最も西側にある直線溝。長さ9.5m以上、幅 0,4～ 0,7m、

深さ 5cmと 浅い。隣接する 7号溝 と南端が重複 し、掘 り方としては 7号溝を切る。また南端が 1号溝に切 ら

れる。主軸方向は N-20° 一E。

9号溝 (第 30図 )

中区西端の東西方向の直線溝で、調査区西壁にもぐるようにして 65m検出された。幅 ■3m以上、深さ

はセクションによれば 70cm、 主軸方向は N-20° 一E。 西区東端で検出された 6～ 8号溝 と、清白寺参道をは

さんで対になると思われ、参道に関わる側溝と見られる。

10号溝 (第 30図 )

中区中央、5号掘立北側にあり、11号溝と平行するように南北方向に4m検出した。主軸方向は N-17° ―E

で、条里に関わる南北方向の他の溝 とも方向が類似する。11号溝 との間隔は 0.3m。 5号掘立の北辺柱穴列

あたりで消失する。溝幅は 0.3m、 深さは 1lcmで、溝内には小ピットが重複する。

11号溝 (第 30図 )

中区中央、5号掘立北狽1に あり、10号溝 と平行するように南北方向に 4.5m検出した。10号溝と同じく5

号掘立北辺柱穴列あたりで消失する。主軸方向は N-17° ―E。 溝幅は 03～ 0.5m、 深さ10cmで、溝内には小ピッ

トが重複する。10。 11号溝は 2本平行することから道の側溝とみなしてお く。

12号溝 (第 31図 )

中区東端、調査区東壁にかかるようにして検出。17mを確認 した。農道下へ潜るため、溝幅は不明。幅 1.2

m以上、深さ 16cm。 主軸方向は N17° 一E。 東区西端にも同様の落ち込みが存在 し、本溝 と合わせて、現農

道に先行する旧道路側溝と考えておきたい。

第 4節 遺物

1号竪穴 (第 32～ 35図 )

1～ 11は 甲斐型郭。12～ 20は 甲斐型皿。21は仏鉢形土器。22・ 23は小形ハケメ甕。24～ 38はハケメ甕。

34はハケメ鉢。35はロクロ甕か。36は須恵器蓋。37は須恵器甕。38～ 40は石器で、88は磨り面をもつ礫、

39は凹み石、40は支脚石。

1・ 2・ 12・ 13は床面に正位あるいは逆位で出上した土器類で、いずれも完形である。1は完形の郭で、玉

縁日縁が発達しつつあり、体部は九い。2は玉縁の発達が弱く、体部は直線的である。体部外面正位で lヶ

所、「東大」という墨書が見られる。県内では大原遺跡をはじめ、いくつかの遺跡で同名の墨書土器が出土

しており、時期的にも同じ頃の所産といえる。意味合いについては不明といわざるを得ないが、達筆な筆

逗びという印象を受ける。第 5章 3節にて再検討したい。3は玉縁化がほとんど見られない杯。4は玉縁化

が発達した段階の郭。7は甲斐型黒色土器で、日径は通常よりもやや大きい。8は 口縁部が外反屈折する甲

斐型郭。蓋受であろうか。12は 内面にらせん渦巻暗文をもつ皿で、体部外面にはイと同じく斜位の手持ち

ヘラ削りをもつ。手持ちヘラ削り例は本竪穴ではこの 1点のみである。13・ 14も 12と ほぼ同形の皿である

が、体部外面下半は回転ヘラ削りとする。ともに内面にはらせん渦巻暗文がある。15。 16に もかすかでは

あるがらせん渦巻暗文の一部が見え、皿はほぼ同一時期の資料でのまとまりをもっている。18はやや新しい、

後出的な皿。21は内面黒色の仏鉢形鉢で、口縁部は内湾し、口径約 20cmと 大形で、底部は丸底かと思われる。

底部がないため高さは不明ではあるが、約 1lcm程度と推測される。外面には回転ナデ上に横位のヘラナデ
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を丹念に行い、内面は横位ヘラナデののち体部下半をヘラ削 り (ヘ ラナデ)する。同一個体がやや多 く出土

している。ハケメ甕の特徴 としては、回縁部が月巴厚化 しつつある段階といえ、24では口縁部が胴部とほぼ

同じ厚みなのに対 し、26～ 29で は段面に図示 したように、外面から粘土板を貼 りつけて 2重 とした肥厚口

縁である。ただしまだ極端な肥厚口縁に至ってはいない。32は竃内、支脚石に被 さっていたハケメ奏胴下

半で、胴径は 15cm。 通常の甕に比べると細身である。内面の輪積み痕が顕著なのも特徴的で、幅約 3cmの 粘

土帯を8段積み上げ、横位のハケメののち指頭で整形 している。底部には直径 4× 5cmの大きな了しが開けら

れている。34は鉢形甕で、この器種は普遍的に出土するものではなく、古代山梨郡を主とした盆地東側を

中ッ亡ヽとして分布が限定的である。用途 も定かではなく、特殊ではなかったかと考えられる。35は 小破片の

ため全体像を推測することが難 しいが、甕ではなく鉢形になるかとも思われる。38は何 らかの研磨作業に

用いたと思われる台石で、表裏面にはかすかに同一方向の使用痕が複数認められる。39は図面にすると縄

文時代の凹み石のようであるが、縄文のそれとは凹みの状況が異なり、この竪穴に伴 う平安時代の叩き石的

な用途に用いた石器と考えておく。中世にかけてこうした石器はときどき散見される。40は 自然石であるが、

竃支脚石として用いられた棒状の礫で、被熱により赤変 し、割れが入っている。

2号竪穴 (第 36図 )

1～ 3は土師器甲斐型杯。4～ 11はハケメ甕。12・ 13は鉄製品。

1～ 3のネは口縁部が玉縁化する直前の形態である。4～ 9のハケメ甕はいずれも国縁部が薄 く、2重貼

り付けをしていない。 l号竪穴よりも古い奏の様相を示 している。12は不明鉄製品であるが、鉄鏃あるい

は刀子かと思われる。13は刀子で、使用、研磨の繰 り返 しで刃部が短 くなってしまったものと思われる。

先端をわずかに欠 くものの、ほぼ完存する。

3号竪穴 (第 37図 )

1・ 2は 甲斐型土師器杯。3は小形ハケメ甕。4はハケメ甕底部。5は須恵器甕①6は鉄製鎌。

1・ 2は 口縁部が直線的で、内面に放射状暗文をもつ。l・ 2号竪穴よりもより古い様相を呈す。6は長さ

15.5cm、 幅 1.8～ 3.4cmの鎌で、先端をわずかに欠 く。基部に折 り返 しがあり、約 l cmの 垂直な立ち上が りと

なる。鎌の出土事例は、そう多いものではない。。

4号竪穴 (第 37図 )

1・ 2は 甲斐型土師器郭。3はハケメ甕。4は支脚石。

lは 3号竪穴の土師器郭と同じく、内面に放射状暗文をもつもので、時期 も同じであろう。4は電支脚石

に用いられた円礫で、側縁に敲打痕が残る。高さ 15cm、 幅 1lcmと やゃ小形である。

4号掘立 (第 37図 )

1～ 3は土師器杯。 lは 63号 ピット出土。口縁部が直線的で薄い。2は 62号 ピット出土。底径が大きく、

回転糸切痕をもつ。ともに体部下半の削 り痕が不明瞭で、甲斐型郭ではなく、須恵器系の杯かもしれない。

3は 64号 ピット出土で、内面に放射状暗文をもつ甲斐型杯である。

5号掘立 (第 37図 )

1・ 2は土師器甲斐型杯。ともに内面に放射状暗文があり、口縁部形態は類似する。1は 76号 ピット出土。

2は 40号 ピット出土。底径がやや大 きく、体部が直線的に開くもので、本遺跡の土師器の中ではより古手

である。

土坑 (第 38図 )

18号土坑 1は染付碗。18世紀代か。20号土坑 1は直径 6～ 7cmの環状鉄製品。用途は不明。21号土坑 1

は長さ3cmの角釘。30号土坑 1は甲斐型土師器郭で、内面にかすかな放射状暗文がある。33号土坑 1・ 2は

焼成粘土塊。3は長さ 7.6cmの鉄製刀子。39号土坑 1は土師質鉢で、す り鉢 (こ ね鉢)か。2～ 7は古銭で、

2～ 6が錆ついてひとまとまりになっていた一群であ り、7は 1枚のみ離れて出土 している。2～ 6の重な

り方は写真 2の とお りで、2の皇宋通費を最上とすると、2→ 6の順に下に向かって重なる。銭銘は上、下、下、
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下、下と、文字側を揃えたかのように重なっていた。計 6枚あることから墓坑に埋納された大文銭であろう。

出上位置が 2つに分かれていたのは、右手、左手にそれぞれ握らせたものであろうか。ちなみに2の皇宋通

賓は北宋 (1038年 )、 3の洪武通費 (背福)は福州 (1368年 )、 4の洪武通賓 (背一銭)は明の洪武元年 (1368年 )、

5の元豊通賓は北朱 (1078年 )、 6は銭名不明、7の永楽通賓は中世末～近世初頭である。いわゆる渡来銭を

主とし、寛永通賓以降の銭種を含まないことから、中世末の資料とみてよい。台座地点出上の 1・ 2は銘が

読み取りにくくなっているが、ともに寛永通賓。6・ 7は不明鉄製品。

写真 3 39号 土坑古銭
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第 4章 自然科学分析

第 1節  7号土坑炭化物の放射性炭素年代測定

パ リノ・サーヴェイ株式会社

1 . 島t  米半

試料は、山梨市三ケ所遺跡の土坑覆上の水洗選別によって回収された炭化材 (7号土坑 炭)である。水

洗選別は、覆± 7.4kgを 対象に実施されており、今回分析に供した炭化材のほか、多量の焼骨片や礫などが

回収されている。炭化材は、多量の細片より最も大きい約 2cm角程度を抽出し、観察範囲内で最も外側の年

輪部分 (2年分)を試料として採取している。今回の分析調査では、試料の由来 (樹種)に関わる資料を得

るため、同一試料より分割した炭化材について樹種同定も行っている。

2.分析方法

土壊や根など目的物 と異なる年代を持つものが付着 している場合、これらをピンセット、超音波洗浄など

により物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等アルカリ

可溶成分の除去、HClに よるアルカリ処理時に生成 した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う (酸・アルカリ・

酸処理 )。 試料をバイコール管に入れ、lgの酸化銅 (II)と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内

を真空にして封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時 間)で加熱する。液体窒素と液体窒素 +エ タノールの温

度差を利用 し、真空ラインにて C02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製した C02と 鉄・水素

を投入 し封 じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で 10時間以上加熱 し、グラフアイ トを生成する。

化学処理後のグラフアイ ト・鉄粉混合試料を内径 lmmの孔にプレス して、タンデム加速器のイオン源に装着

し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした
MC_AMS専

用装置 (NEC Pelletron

9SDH-2)を 使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸

(HOX― II)と バ ックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に
13cォ 2cの

測定も行うため、この値

を用いてδ
13cを

算出する。

放射性炭素の半減期 は LIBBYの 半減期 5,568年 を使用する。測定年代は 1,950年 を基点 とした年代

(BP)で あり、誤差は標準偏差 (One Sigma68%)に 相当する年代である。暦年較正は、RADIOCARBON
CALIBRATION PROGRAM CALIB REV502(Copyright 1986 2005 M Stuiver and P」 Reimer)の 】ヒ半球

の大気中炭素に由来する較正曲線を用い、誤差として標準偏差 (One Sigma)を 用いる。

暦年較正とは、大気中の HC濃
度が一定で半減期が 5,568年 として算出された年代値に対 し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の HC濃
度の変動、及び半減期の違い (HCの 半減期 5,730± 40年 )

を較正することである。暦年較正は、本来 10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラ

ムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、本報告では 1年単位で表示する。

暦年較正結果は、測定誤差 σ、2σ (σ は統計的に真の値が 68%の確率で存在する範囲、2σ は真の値が

95%の確率で存在する範囲)の値を示す。表中の相対比 (確率分布)は、σ、2σ の範囲をそれぞれ 1と し

た場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示 したものである。

表7 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

試料名
補正年代
(yrBP)

δ13C

(%。 )

補正年代

(暦年較正月 )

(vrBP)

暦年較正年代 (cal) 木目女寸,ヒ
測定機 関
Code

7号土坑 炭
炭化材 (ク リ)

430=上 30 -25.47Ξ上0.32 432=L28

cal  AD  l,436  - cal AD  l,464 1 000

IAAA-91143cal  AD  l,422  - cal AD  l,492

cal  AD  l,603  - cal AD  l,610

0,981

0 019
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3.結果および考察

炭化材 (7号土坑 炭)の同位体効果による補正を行った淑1定結果 (補正年代)は 430± 30yrBP、 暦年較

正結果 (測定誤差 σ)は calADl,436-calADl,464で ある (表 7)。 発掘調査所見によれば、7号土坑は中世の

遺構 と推定されてお り、今回得られた較正暦年代はこの所見を支持する結果と言える。

また、放射性炭素年代測定試料に供した炭化材は、落葉広葉樹のクリ に郎力η9α じκヵαtt Sieb et Zucc)

であった。この他に7号土坑から回収された炭化材 2点についても同様に確認を行ったが、いずれもクリで

あった。山梨県内における中世の火葬墓あるいは火葬跡とされる遺構から出土した炭化材の調査事例では、

横森赤台 (東下)遺跡 (高根町)の中世の遺構から出土した災化材は、クリが多く、フサザクラ、リヨウブ、

ツツジ科、 トネリコ属、カキノキ属が混じる組成が確認されており (植田 ,2000)、 本遺構と同様にクリが多

いという共通点が指摘される。

第 2節 種実遺体同定

パ リノ・サー ヴェイ株式会社

1 . 壽式  米半

試料は、山梨市三ケ所遺跡の平安時代の竪穴住居跡 (1～ 4竪)の竃覆土 (1竪竃 お.5kg、 2竪竃 7.6kg、 3

竪竃 4,7kg、 4竪竃 ′.2kg)の水洗選別により回収された炭化物などを含む微細植物片 6試料である。試料の

言羊糸田イよ、 糸吉歩Rと ともに属受8にテRIオ。

2.分析方法

試料を粒径別に舗別後、双眼実体顕微鏡下で観察 し、ピンセットを用いて種実遺体や炭化材 (主 に径 4mm

以上)を抽出する。抽出された種実遺体を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川 (1994)、 中

山ほか (2000)等 との対照から、種類と部位を同定 し、個数を数えて表示する。分析後は、種実を種類毎に

容器に入れて保管する。

3.結 果

結果を表 8に示す。竪穴住居跡のカマ ドからは、木本 4分類群 (オニグルミ、クワ属 P、 モモ、トチノキ ?)

6個、草本 12分類群 (イ ネ、オオムギ、コムギ、アワ近似種、イネ科、テンツキ近似種、カヤツリグサ科、

アサ、スベリヒユ科、アカザ科、マメ類、マメ科 ?)129個の計 135個 の種実遺体 と、木の芽、炭化材、本

材組織が確認されない部位・種類不明の炭化物、昆虫などが検出された。

検出された種実遺体群は、本来の色調とは明らかに異なる黒色を呈 し、膨張、発泡など状態が悪 く、火を

受け炭化 したものと思われる個体 (栽培種のモモ、イネ、オオムギ、コムギ、アワ近似種、アサ、マメ類と、

木本のオニグルミ、クワ属 ?、 トチノキ ?、 草本のイネ科の胚乳、マメ科 ?)と 、炭化が認められず (ま たは、元々

黒 く硬い種皮や果皮を持つため、炭化の有無の厳密な判別が困難なものを含む)、 保存状態が良好な個体 (草

本のイネ科の果実、テンツキ近似種、カヤツリグサ科、スベリヒユ科、アカザ科)に分けられる。

このうち、後者は、いわゆる人里植物に属する草本類で、付近の明るく開けた場所に生育 していた草本群

落に由来すると考えられる。遺跡の立地などを考慮すると、炭化 していない種実が長期間残るとは考え難く、

後代 より混入 した可能性が高い (吉崎 ,1992な ど)。 このことから、炭化種実以外の種実については、その

由来を慎重に検討する必要があるため、結果表示にとどめている。以下に、各分類群の形態的特徴等を記す。

<木本>
・オニグルミ (乃gttαηs ttαηゐカクr,cα 崩歳肋.ッ″ dαε力α力η9々dね (Miyabe et Kudo)Kitamura)ク ルミ科クルミ属

核の破片が検出された。炭化 しており黒色、完形ならば、長さ 3-4cm、 径 2.5-3cm程度の頂部が尖る広卵体。
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表 8 種実遺体同定結果

土壌量 [kg]

分類群       菩ほ位  状熊

曜
奮

曜
竃

理
竃

鰹
奮 備考

(計沢1値■lm)r6 4.7
*

木本

オニグル ミ   核  破片 炭化

クフ属?     種子 完形 炭化

モモ      核  破片 炭化

トチノキ?    種子 破片 炭化

木の芽     芽  完形 炭化

炭化材            炭化

1

1

2.86

12.77

1

0.37

9 96

3

0,76

12 61

1

(0 01

401
61.54

22.29

重量 [g]

最大径「Hlln

草本

イネ

オオムギ

コムギ

アワ近似種

イネ科

テンツキ近似種

カヤツリグサ科

アサ

スベ リヒユ科

アカザ科
マメ類

マメ科?

穎  破片 炭化

胚乳 完形 炭化

破片 炭化

胚乳 完形 炭化

破片 炭化

胚乳 完形 炭化

破片 炭化

果実 完形 炭化

果実 完形

破片

胚乳 完形 炭化

果実 完形

破片

果実 完形

果実 破片 炭化

種子 完形

種子 完形

種子 完形 炭化

破片 炭化

種 子 完形 炭化

1

1

1

2

2

1

2

1

2

2

4

工立
ロ基

長さ563,幅 509,厚 さ368
長さ433,幅 281・

長さ396,幅 3.04

長さ205,幅145,厚 さ130・

長さ150,幅 108,厚 さ071

不明炭化物

昆虫

0.04

2

〈0.01

2

重量 [g]

分析残澄     炭化材主体 (2Hlm以 上)

炭化材主体 (2Hlm以 下 )

炭化 していない植物片

土粒・礫

3.79

0.03

0.53

2 66

0 20

0 47

1.41

0.22

0.12

41.74

14.82

1.20

2.93

重量 [g

重量 [g

重量 [g

重量 [質

*プラスチックケースに抽出された炭化種実

破片は、縦に 1周する縫合線に沿って割れた半分未満で、大 きさは最大 5mm程度。核は硬 く緻密で、表面に

は縦方向の浅い彫紋が走 り、ごつごつしている。内部には子葉が入る 2つの大きな窪みと隔壁がある。

・クワ属 (νbr体)? クワ科

種子 と考えられる完形個体が検出された。炭化 してお り黒色、長さ 1,7mm、 幅 ■3mm、 厚さ■Omm程度の三

角状広倒卵体。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になりやや薄い。一辺が鋭利で、基部は欠損 し孔がある。表

面には微細な網 目模様がありざらつく。

・モモ (Prクηtt P欽陀α Batsch) バラ科サクラ属

核 (内果皮)の破片が検出された。炭化 してお り黒色。完形ならばやや偏平な広楕円体で頂部はやや尖 り、

基部は切形で中央部に湾入 した脳がある。1本の明瞭な縦の縫合線上が発達 し、背面正中線上に細い縦隆条

が、腹面正中線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部がある。破片は大きさlcm程度。内果皮は厚 く硬 く、

表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり、全体 として粗いしわ状にみえる。

・トチノキ (И ttεガ卵″rbデηαtt Blume)? トチノキ科 トチノキ属

種子と思われる破片が検出された。炭化 してお り黒色、完形ならば径 2-4cm程度の偏球体で、表面にはほ
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ぼ赤道面を蛇行 して一周する特徴的なカーブを境に、不規則な流理状模様がある光沢の強い黒色の上部と、

粗面で光沢のない灰褐色の下部の着点に別れる。破片は大きさ6mm程度。種皮は薄 く硬 く、3層が確認され、

割れ方は不規則。

<草本>
・イネ (D/α∫αr,ソαL) イネ科イネ属

胚乳と穎の破片、胚乳表面に穎が付着する個体が検出された。炭化 してお り黒色。長楕円形でやや偏平。

胚乳は長さ 4-5.5mm、 幅 2-3mm、 厚さ 1-1.5mm程度。基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや

平滑で、2-3本の隆条が縦列する。胚乳を包む穎 (果)は、完形ならば長さ 6-7 5mm、 幅 3-4mm、 厚さ2mm程度。

基部に斜切状円柱形の果実序柄と 1対の護穎を有 し、その上に外穎 (護穎)と 内穎がある。外穎は 5脈、内

穎は 3脈をもち、ともに舟形を呈 し、縫合 してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成する。果皮は薄く柔らかく、

表面には顆粒状突起が縦列する。破片は基部の果実序柄部で、最大 1.6mm程度。

・オオムギ (河餌カク陶ッ弧即κL.) イネ科オオムギ属

胚乳が検出された。炭化 しており黒色、長さ 5mm、 径 2 9mm程 度のやや偏平な紡錘状長楕円体。両端は尖る。

腹面は正中線上にやや太 く深い縦溝があ り、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸 く窪む。表面には微細

な縦筋がある。

・コムギ (Tr,チたク陶α衛ブックηL) イネ科コムギ属

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色、長さ 3 9mm、 径 2 5mm程度の楕円容。腹面は正中線上にやや太 く深

い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡があり丸 く窪む。表面には微細な縦筋がある。

・アワ近似種 儡力r,,げ 滋′,cα (L.)P.Beauv) イネ科エノコログサ属

胚乳・穎が検出された。戊化 してお り黒色、胚乳は長さ1.31,7mm、 幅 1.0-1.5mm、厚さ0.8-1.Omm程 度の半偏球体。

背面は丸みがあり、基部正中線上に径 0.5mm程 度の馬蹄形の胚の凹みがある。腹面は平ら。胚乳表面は粗面で、

穎 (呆)が付着する。果皮は薄く、表面には横方向に目立つ顆粒状突起が配列する。

・イネ科 (Gramineae)

果実と胚乳が検出された。果実は淡灰褐色、長さ 2 6mm、 径 0 8mm程度の半狭卵体で、背面は九みがあり腹

面は偏平。果皮表面は平滑で微細な縦長の網 目模様が縦列する。胚乳は炭化 してお り黒色、長さ 1.5mm、 径 0.4

mm程度のやや偏平な長楕円体。背面は丸みがあり、基部正中線上には胚の痕跡が径 0.2mm程度の楕円状に窪む。

腹面は偏平。胚乳表面は粗面で、微細な縦筋がある。

・テンッキ属 (舟ηb/なダね) カヤツリグサ科

果実が検出された。淡褐色、径 0,7mm、 厚さ 0.5mm程 度の両凸レンズ状広倒卵体。頂部の柱頭部分はやや仲

び、基部は切形。左右の縁は稜をなし、果皮表面には隆起する格子状の網目模様が配列する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。灰褐色、径 1.2mm程度のレンズ状広倒卵体、頂部の柱頭部分はやや伸び、基部を欠損する。

果皮表面はやや粗面。

・アサ 傲 朋αうな∫αrルαL) クワ科アサ属

果実の破片が検出された。炭化 してお り黒色。長さ 3mm、 径 2mm程度の歪な広倒卵体。縦方向に一周する

稜がある。頂部は切形、基部に淡灰褐色、径 lmm程度の楕円形の膳点を欠損する。呆皮表面は葉脈状網 目模

様があり、断面は柵状。

・スベリヒユ科 (Portulacaceae)

種子が検出された。黒色、径 0.6mm程度のやや偏平な腎状円形。基部は凹み、膀がある。膳には種柄の一

部が残る。種皮表面には鈍円錐状突起が膀から同心円状に配列する。

・アカザ科 (ChenopOdiaceae)

種子が検出された。黒色、径 0 9mm程度のやや偏平な円盤状①基部は凹み、膳がある。種皮表面には膳を
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取 り囲むように微細な網目模様が放射状に配列 し、光沢がある。

・マメ類 (Leguminosae) マメ科

種子が検出された。炭化 してお り黒色、やや偏平な楕円体で焼 き膨れている。2竪 カマ ドの完形個体は、

長さ 5 63mm、 幅 5.09mm、 厚さ 3 68mmを 測る。4竪カマ ドの破片個体のうち計測可能な 2個は、子葉の合わせ

目から半割 してお り、それぞれ長さ 4 33mm、 幅 2.81mm、 長さ 3 96mm、 幅 3.04mmを 測る。腹面子葉の合わせ目

上にある細長い勝を欠損する。種皮は薄 く表面はやや平滑だが、焼き崩れてお り、状態は悪い。

・マメ科 (Leguminosae)

種子が検出された。炭化 しており黒色、長さ 2 05mm、 幅 1.45mm、 厚さ 1 30mmと 長さ 1.50mm、 幅 1.08mm、 厚さ 0,71

mmの やや偏平な長楕円体。腹面の子葉合わせ 目上に細長い長楕円形の勝がある。種皮は薄 く表面はやや平滑

だが、焼き崩れており、状態は悪い。上記 した栽培植物のマメ類と比べ小粒であることから、マメ類 とは区

別している。

4.考 察

平安時代の竪穴住居跡 (1～ 4竪)の竃覆土からは、炭化 した栽培種のモモの核、イネの穎 と胚乳、オオ

ムギの胚乳、コムギの胚乳、アワ近似種の果実、アサの果実、マメ類の種子が確認された。これらの種実の

由来や状態などを考慮すると、当該期におけるこれらの栽培植物の利用が推定される。

山梨県内における弥生時代～中世の住居跡から検出された炭化種実遺体の調査事例の集成 (櫛原 ,1999)

によれば、甲府盆地では弥生時代後期および古墳時代はイネの比率が圧倒的に高 く、8～ 10世紀は時期や

遺跡によってイネとムギ類の比率が異なるが両者が混在する状況にあり、10世紀第 2四半期を境にムギ類 (オ

オムギ・コムギ)を 中心とする雑穀類が増加することが示唆されている。今回の分析調査では、イネ・ムギ

および雑穀類が検出されたものの有意の数量は得 られず、比率の比較検討には至らないが、少なくとも複数

の栽培種の利用が指摘できる。

栽培種以外の分類群は、木本のオニグルミ、クワ属 P、 トチノキ ?、 草本のイネ科が確認された。オニグルミ、

トチノキは、渓流沿いの肥沃地などに渓畔林を形成する落葉高木で、クワ属は伐採地や崩壊地、林縁等の明

るく開けた場所に先駆的に侵入する落葉高木である。おそらく、これらは遺跡周辺の森林の林縁部や河川沿

い等に生育 していたものに由来すると考えられる。オニグルミとトチノキは、堅果が可食できることから、

植物質食糧 として採取・利用された可能性がある。イネ科は、人里植物に属する草本類で、周辺の明るく開

けた場所に生育していた草本群落に由来すると考えられる。

第 3節 骨同定

パ リノ・サー ヴェイ株式会社

1.試 料

試料は、中世とされる 7号土坑および l号配石覆土の水洗選別によって回収された骨片類である。

2.分析方法

各遺構の上壌試料は、舗分け (舗 目径 2mm)を 行い、2mm以上の残澄を肉眼で観察 し、骨片の有無を確認する。

水洗選別後に選別・抽出された骨片類は、肉眼で観察 し、その形態的特徴から種 と部位の同定を行う。

3.結 果

結果を表 9に示す。検出された骨は、1号配石および 7号土坑から検出された骨は、いずれもヒト (Fr9脇ο

STデ9窮)であつた。骨片は、白色・細片化 し、表面に細かなひび害↓れが生じるなど、いずれも焼骨の特徴を
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示す。馬場ほか (1986)に よれば、人骨を焼

いた際、600℃ 以下ではほとんど変化がなく、

800℃ 付近では灰白色になり、収縮・硬化が

見られ、歯のエナメル質が崩壊 し歯冠が失わ

れる等、最 も激 しく変化するとされている。

以下に、各遺構における骨片類の検出状況を

記す。

(1)7号土坑

7号土坑からは、前頭骨眼寓上縁左側破片、

左頬骨片、側頭骨錐体部片、下顎骨左下顎頭、

頭蓋骨片、肋骨片、中手骨 /中足骨片、肋骨

/四肢骨片、四肢骨片などが検出された。当

表 9 骨同定結果

試料では、脳頭蓋の矢状縫合あるいは環状縫合の可能性がある縫合について内側が閉じてお り、外側が開い

ている状態が観察された。この点を考慮すると、本人骨は熟年 (40～ 59歳程度)と 推定されるが、性別に

関しては不明である。

(2)1号配石

1号配石からは、前頭骨の可能性がある破片、歯牙片、大腿骨近位端片などが検出された。被熱によって

骨自体が収縮 していることが推定されるが、大腿骨骨頭の大きさなどから、少なくとも成人 (16歳程度 )

以上には達していたと考えられる。性別については不明である。

【引用文献】
馬場悠男・茂原信生・阿部I歩二・江藤 盛治 ,1986,根古屋遺跡出上の人骨・動物骨 霊山根古屋遺跡の研究 一福島県霊山町根古屋にお

ける再葬墓群― ,福島県霊山町教育委員会 ,93-■ 3

林 昭三 ,1991,日 本産木材 顕微鏡写真集 京都大学木質科学研究所

石川茂雄 ,1994,原 色日本植物種子写真図鑑 石川茂雄図鑑刊行委員会 ,328p

伊東隆夫 ,1995,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 I木材研究・資料 ,31,京都大学木質科学研究所 ,81-181

伊東隆夫 ,1996,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 H木材研究・資料 ,32,京都大学木質科学研究所 66-176

伊東隆夫 ,1997,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 HI木材研究・資料 ,33,京都大学木質科学研究所 ,83‐ 201

伊東隆夫 ,1998,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 IV木材研究・資料 ,34,京都大学木質科学研究所 ,30-166

伊東隆夫 ,1999,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 V木材研究・資料 ,35,京都大学木質科学研究所 ,47-216

櫛原功― ,1999,炭 化種実から探る食生活―古代～中世を中心に一 ,櫛原功― (編著 ),考京大学山梨文化財研究所研究集会報告集2 食の復

元 遺跡・遺物から何をよみとるか ,株式会社岩田書院 ,81-98

中山至大・井之口希秀・南谷忠志 ,2000,日 本植物種子図鑑 東北大学出版会 ,642p

島地 謙・伊東隆夫 ,1982,図 説木材組織 地球社 ,176p

植田弥生 ,2000,横 森赤台 (東下)遺跡出土炭化材の樹種同定 「高根町 横森赤台 (東下)遺跡 一国道 141号 (箕輪バイパス)建設に

伴う発掘調査報告書一」,山梨県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第171集 ,山梨県教育委員会・山梨県土木部 ,65‐ 71

吉崎昌― ,1992,古 代雑穀の検出 考古学ジヤーナル ,355,2‐14

遺構名 部位 左 右 部分 数 量 備 考

「号土坑 苅頭 骨 左 恨召 上 縁 片

頬骨 左 荻片

則頭骨 錐 体 部

下 顎 骨 左 下顎 頭

預蓋骨 荻片 5

助骨 技片 5

中手 骨 /中 足 骨 /指骨 破 片 1

功骨 /四 肢 骨 破片

コ肢骨 破片

ボ明 牧 片 115 0P

莞澄 1419 6e

11チ酉己舅ξ れ頭骨? 破片 1

旨牙 破 片 5

刺 退骨 近位 端 片 1

下明 破 片

嗚潜 1047 9P
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第 4節  1号土坑のウマ遺体

植月 学 (山梨県立博物館 )

山梨市三ケ所遺跡の 1号土坑より出上 したウマー体分の頭部について分析結果を報告する。 1号土坑は東

西方向に長軸を持つ長方形の土坑である。15～ 16世紀の溝と切 り合い、土坑の方が古いとされる。周辺の

状況から中世頃に属すると想定されているものの、確実ではない。

検出されたのは上下顎歯と骨の一部のみで、土坑東部寄 りで検出された。臼歯 と切歯はほぼ解剖学的な位

置を留めた状態で、頭頂側を上にして、左側面が壁面に沿うような形で土坑中位に埋存 していた。土坑は長

軸約 2m、 短軸約 1.3mを波1り 、形状、規模からみてウマの墓壊と推察される。

下顎骨や上顎骨の一部が残存 していたにも関わらず、他の部位の骨がまったく遺存 していなかった点が問

題となるが、明らかに頭部が九ごと埋存 していたと推定される歯の出土状況にも関わらず、頭部の骨でも臼

歯周辺以外の骨は消失していたので、その他の部位 も分解、消失してしまったと推測される。全身が埋葬さ

れたとすれば、首から頭を上部に捻った状態であっただろう。

歯には重複はなく、一個体分である。下顎左 M3(第 3後臼歯)を除 くすべての臼歯が揃っている。切歯

も10本含まれており、同定が未了だが、ほぼ一個体分が揃っている (本来は 12本 )。

図版 24-1は筆者の元に届いた段階の上面観で、右側面を上にした状況であった。切歯部分は土が崩れて

おり、原位置からずれていたが、図面によれば本来はほぼ原位置で埋まっていたようである。臼歯部分は一

部動いているものの、比較的原位置を保っていた。上顎の骨は頬側がほとんど消滅 し、舌側は残っていたが、

非常にもろい。右下顎骨も一部残っていたが、取 り上げの際に崩れてしまった。

図版 24-2は遊離 している切歯 と、臼歯部分のかたまりを取 り上げ、余分な土を取 り除いた状況である。

左上顎臼歯はこの際に外れてしまった。比 13、 14は下部に切歯がなかったので、それぞれ下顎 13、 上顎 I

3であろう。

図版 25-1は取 り上げた臼歯部分の下面 (左側面)である。上顎骨は舌側が一部残るが、遺存状況は悪い。

下顎の臼歯はすべて植立 した状態である。下顎骨も下顎体や切歯骨の一部が残っているが、やはり遺存状況

は悪い。これら植立した歯については破壊の恐れがあり、計測も右側臼歯で可能であったため、あえて取 り

出すことはしなかった。

出上 した歯の計測値を表に示 した。歯根を留める標本については西中川 。松元 (1991)の推定式により年

齢推定をおこなった。その結果、おおむね 3歳代 と推定され、その平均は3.51歳であった。また、やはり

西中川・松元 (1991)の 骨長推定式と林田・山内 (1957)の 体高推定式を用いて、植立している左下顎臼歯

列長より復元された体高は 131 9cmで あ り、中型馬であったと推測される。ただ、頭蓋骨長による推定は誤

差が大きく、幅をもってとらえる必要がある。

なお、犬歯は相当する位置の土を崩 して調べたが検出できなかった。 しかし、ウマの大歯の崩出は4歳以

降とされるので (Schmid 1972)、 本個体では雌雄の区別は不明である。

〔引用文献】
西中川駿・松元光春 1991「遺跡出土骨同定のための基礎的研究」F古代遺跡出土骨からみたわが国の牛、馬の渡来時期とその経路に関

する研究』 pp 164‐ 188

林田童幸・山内忠平 1957「馬における骨長より体高の推定法」 F鹿児島大学農学部学術報告』 6 pp 146-156

SchHlid,E 1972 Adas of animal bones for prehistorians,archaeologists,and Quaternary geologlsts London Elsevier
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表 10

No 上 下 種 左 右

1 上 M3 右

2 上 M2 右

3 下 P2 石

4 上 M3 左

5 上 M2 左

6 ９
・

I
つ
。

7 ９
・

I
つ
・

8 つ
・

I
９
，

9 ９
≡

I
つ
・

0 つ
・

I
９
・

1 上 13 右

2 つ
・

I
つ
・

3 下 13 左

4 上 13 左

馬歯同定結果

No、は分析に際して任意にふったもの。
I=切歯、P=前日歯、M=後臼歯

可o. 上 下 歯 種 左 右

15 上 P2 左

16 上 P3 左

上 P4 左

18 上 Ml 左

19 つ
・

つ ９
・

20 下 切 歯 骨

21 つ
・

I
つ
・

22 上 Ml 石

23 上 P4 右

24 下 P3 石

25 下 P4 石

26 下 Ml 右

27 下 M2 石

表 11 馬歯計測結果

歯種

左 右

歯冠長 歯冠幅 歯高 備考
推疋
年齢

No 歯冠長 歯冠幅 歯高 備考
推定
年齢

No

上

P2 3552 2468 52.0 5 ■

P3 29.50 2415 670 6 ■

P4 2760 22.77 踊相 破 橿 7 2660 22.27 760 箇根形成中
Ml 2673 26.70 690 8 26.44 2649 670 397 22
M2 2645 23.50 73.0 3.40 5 2635 2345 770 349
M3 22_29 17.73 形 成 中 4 22_27 17.27 1

下

P2

臼歯列長
1673

■ 32.37 1343 520
P3 ■ 29.84 1490 670 360 24
P4 ■ 26_15 1235 730 箇根破損
Ml ■ 2866 1438 73.O 272
M2 ■ 2853 1208 歯根形成中
M3 ■

左下顎臼歯列長による推定下顎骨長:40 9cm下顎骨長による推定体高 :131 9cm
平均年齢:351才
■:顎骨に植立している歯 (計測不可能)
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第 5章 総括

第 1節 土師器類の年代と仏鉢形土器

4軒の竪穴および掘立柱建物からは、甲斐型土師器を主とする土器群が出土 した。ここでは改めて年代、

時期について整理を行い、ヤヽ くつかの特徴的な器種について、考察を加える。ここでは韮崎市宮ノ前編年の

時期区分と年代観を用いる。

1号竪穴 郭 宮Mll期 (9世紀末～

ハケメ甕 宮Ⅷ期

2号竪穴 杯 宮Ⅷ期 ハケメ甕

3号竪穴 杯 宮Ⅶ期

4号竪穴 杯 宮Ⅶ期

4号掘立 郭 宮Ⅶ期

5号掘立 杯 宮Ⅶ期

以上を時期的に整理すると次のようになる。

宮Ⅷ期 3・ 4号竪穴  4・ 5号掘立

宮Ⅷ期 1・ 2号竪穴

宮Ⅸ期 1号竪穴

1号竪穴の上器組成のなかで、仏鉢形土器の存在は注目すべ きである。これは僧尼が所持 したといわれる

仏鉢で、「少なくとも僧尼がその集落に出入 りしていたことを示す遺物」 (平野 2002)と され、出上 した遺

跡及び周辺には何 らかの寺、堂などの仏教施設の存在が推測されている。2002年 までの平野修氏の集成に

よれば、山梨県内では以下の遺跡から仏鉢形土器の出土が見られる。

所帯 I遺跡 (北杜市白州町)土師器 1

所帯工遺跡 (北杜市白州町)7住 土師器 1

薬師堂遺跡 (北壮市明野町)1住 須恵器 1

宮ノ前遺跡 (韮崎市)須恵器 2 土師器 1

宮ノ前第 2遺跡 (韮崎市)須恵器 1

宮ノ前第 5遺跡 (韮崎市)須恵器 1

堂の前遺跡 (韮崎市)須 恵器 2

大坪遺跡 (甲 府市)土 師器 3

武田氏館跡第 21次 (甲 府市)須 恵器 1

松原遺跡 (笛吹市一宮町)土 師器 1

竜ノ木遺跡 (笛吹市一宮町)土 師器 1

これらのうち、宮ノ前第 2遺跡では 8世紀後半から9世紀前半の四面廂掘立柱建物が検出され、瓦、瓦塔、

須恵器壺 G類が出土し、仏堂と考えられている。宮ノ前、宮ノ前第 5、 堂の前遺跡はいずれも宮ノ前第 2遺

跡南側に集中する遺跡群で、宮ノ前遺跡では 8世紀前半の「寺」刻書土器が出土するなど、宮ノ前第 2遺跡

関連の遺跡群として理解される。大坪遺跡は土師器生産遺跡とされるが、瓦塔、円面硯が出土 したことから

仏教施設の存在が推定されているほか、近 くにある東畑 。道々芽木遺跡からは小金銅仏像、壷 G類が出土

している。松原・竜ノ木遺跡は国分尼寺に近いことから、国分二寺関連集落といえる。

山梨県関連の仏鉢形土器としては、2003年 に長野県佐久市聖原遺跡 ■380住から出上 した、内面にヘラ書

き文字のある土器が注 目された (図 3)。 この土器には8世紀末～ 9世紀代の甲斐型土器で、「甲斐国山梨郡

大野郷戸□/乙作八千/此後□佛□為/八千体□」「佛」と記され、おそらく大野郷某の注文品として大坪

10世紀 1/4)～宮Ⅸ期 (10世紀 2/4)皿 宮Ⅶ (9世紀 3/4)～Ⅷ期

宮Ⅶ～Ⅷ期
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遺跡周辺で作 られ、宗教活動に伴い、遠 く東信地方

で使用、遺棄 されたものと考えられる。大野郷は、

現山梨市大野を故地とするならば、笛吹川と重川の

間に挟まれた一帯とみられ、本遺跡あたりも大野郷

に含まれるものとみられる。あながち、今回の出土

資料と無縁 と思われない。

さて、三ケ所遺跡では仏教施設の可能性のある建

物として掘立柱建物があるが、仏堂そのものと考え

られる柱穴配置を示す ものはない。ただし3間 ×3

間の 5号掘立は、一般集落には少ない建物構造で、

仏堂の可能性のある建物といえる。仏鉢形土器が出

上 したのが 1号竪穴竃南狽1か らで、1号竪穴は 5号

掘立と重複するものの竪穴の方が新 しいことが明ら

かである。 したがって時間差を考えると、土器は掘

立には伴わないとみるのが自然ではあるが、5号掘

立に伴ったのち 1号竪穴段階まで保持され廃棄され

たとみることもできる。

調査区内で仏教関連遺構を見出そうとする視点と

は別に、本遺跡北側に所在する清白寺との関連づけ

も考えねばならない。つまり仏殿内に平安仏が安置

されていることから、平安時代にさかのぼる前身寺

院があったという説である。その平安仏は高さ 130

cm余の十一面観音書薩立像で、木造一木造 りであり、

「両腕まで一材から彫出し、内割 りを施 し背板をあ

てる構造は古様である」とされ、平安時代前期の作

と考えられている (山梨市 2006)。 ただし清白寺自

体、かつて北二町にあるという「古寺家」と称す地

から移転 したものという伝えがあり、現在地に前身

寺院が存在 したという保証はない。

【参考文献】
山梨市 2006「清白寺J『山梨市史 文化財・社寺編』

佐久市教育委員会ほか 2003F聖原』佐久市埋蔵文化財調査報告書第 107集

0_rィ
_r郵上r生____二RCm

図3 聖原遺跡 H380住出土仏鉢形土器 (1/4)

第 2節 遺構群の時期的変遷

遺構外の遺物を含め、今日までの遺構群の時期的な変遷、遺構・遺物のあり方について整理してお く。

1:縄文時代前期 諸磯 b式期を主とする縄文前期土器片が中区西側を中心に散在する。それに伴う打製石

器、石鏃がある。第40図 20・ 21は ともに前期的な形態を示し、土器と同時期とみておくが、21は水晶製石鏃で、

前期後半における水晶利用を示すものとして興味深い。調査区内に居住痕跡はなく、遺物の組み合せから短

期的な居住地としての利用が想定される。縄文土器は諸磯式以外にはなく、そのほかの時期には土地利用が

なされなかったらしい。

2:平安時代 (宮Ⅶ期)3・ 4号竪穴および掘立柱建物群のうち、4・ 5号掘立の柱穴覆土出上の上器が本期
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2段階 平安時代 (宮Ⅶ期 )

3段階 平安時代 (宮Ⅷ期 )

5段階 中世 (14～ 16世紀 )

6段階 江戸 (17～ 19世紀 )

o    (1/1000)  10              50m

図 4 遺構の変遷
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を示す。また第 4節で室伏氏が報告するように 1・ 2号掘立も同じ尺度で構築され、ほぼ同じ方向性を示す

ことから、掘立群のほとんどは同時期に計画、建築されたものとみてお く。ただし室伏氏の分析では掘立群

は8世紀後半に位置づけられる可能性が指摘されていて、本期以前に掘立群が先行する可能性がある。ここ

では竪穴と掘立が伴うとし、掘立群と 3・ 4号竪穴の同時存在を想定 してお く。掘立群は最 も規模が大きく

3間 ×3間 の柱配置をもつ 5号掘立を中心的な母屋と考え、2間 ×3間 と考えられる 1,4号掘立を付属屋、

2間 ×2間 の 2号掘立を倉庫 とみてお く。距離関係から 1・ 5号掘立 。3号竪穴と、2,4号掘立は別世帯の

可能性があり、同時期における2群 とみておきたい (前者をA群、後者をB群 と仮称 )。 また 1・ 5号掘立・

3号竪穴のあり方から、掘立群に竪穴が 1棟程度伴う可能性があり、同時期と見られる4号竪穴が西端に離

れて存在することから別の一群があるとみておきたい (C群 )。 掘立群について、室伏氏は国司主導の計画

性が伺われるとするが、掘立群から集落が出発するあり方は一般集落とは性格的に異なるものとみられる。

遺跡周辺では本期以前において、土地利用がきわめて低調であつたとみられることから、何 らかの公権力、

あるいは富豪層により土地開発への着手が行われたという見方は十分可能である。その目的はなにか、わか

らないといわざるを得ないが、空閑地に対する耕作地の開発などを想定するにとどめる。

3:平安時代 (宮Ⅷ期)1・ 2号竪穴のみで、1号竪穴は 5号掘立と比べると主軸方向がやや南に振れている。

それらは位置的に前段階の A群を継承するものと見られ、ほかの B・ C群については調査範囲内では継続

性が認められず、集落規模としては縮小、衰退したと考えられる。

4:平安時代 (宮 DC期)1号 竪穴のみであるが、隣接する 3号掘立は主軸方向が同じで、同時期とみてお く。

A群を継承する建物群とみたい。なお、1号竪穴からは仏器とみられる仏鉢形土器が出土 している。付近に

寺が存在 した証といえるが、清白寺の前身が本段階あるいは前段階あたりで成立したことが考えられる。

5:中世 (14～ 16世紀)溝 の多 くは本段階とみられ、道の側溝と理解されるものを含む。現道路に先行

するものであり、周辺に広 く認められる条里地割の一部を構成するもので、本地域での条里地割成立は中世

とみておきたい。焼人骨が出土 した 1号配石、7号土坑も火葬墓に関わる遺構 として、本段階の範疇で捉え

ておく。そのほか溝と重複する馬の埋葬墓である 1号土坑は、時期は不詳ながら本段階とみたい。台座地点

にある 39号土坑 も、大文銭の構成から中世段階の墓坑とみてお く。現清白寺参道と重なる南北溝群が条里

地割と関連することが明白ではあるが、条里地割施工ののち清白寺が開設されたのか、それ以前から存在 し

た寺院の主軸方向を基準として周辺地割が設定されたのか、その前後関係は不明である。ただ、焼人骨土坑、

土坑墓の分布が示すように、墓関連遺構が集中するのが特徴で、清白寺寺域として埋葬関連の遺構が周辺に

構築されたのであろう。

6:江戸 (17～ 19世紀)清 白寺の南面入口として台座地点が整備される。石列、礫敷きがなされ、石仏

台座が道に沿って配置される。現在標柱周辺にある石造物群が本来台座地点に存在 したものと考えられるが、

それらの年代から、対になる六地蔵石憧、六地蔵、念仏講塔の順に、元禄 3年以降、江戸末にかけて順次整

備、増加 していったもので、参道は今日と同じ位置に固定されたものと見られる。

7:近 。現代 東区内に戦時中、あるいはその後と考えられる長方形土坑が集中する。穴倉的なものかある

いは防空塚的なものと想像される。そのほか ドーナツ状の溝が各所にみられたが、いずれも現代のモモ畑の

果樹周囲の施肥用の溝とみられる。また細かな耕作痕が中区を中心に広 く認められたが、それらは水田化さ

れる以前のやや古い時期の畑地痕跡である①

第 3節 「東大」墨書について

三ケ所遺跡 1号竪穴からは、甲斐型土師器杯 (9世紀末～ 10世紀初頭)体部外面に正位で記された墨書

文字「東大」が 1点のみ出土した。山梨県内では、これまでに甲府盆地東部を中心に数遺跡で「東大」墨書

土器が出土し、さらに文字を逆転させた「大東」の出土も知られているので、それらに関し若干の考察と集
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大原遺跡

ヂクヤ遺跡 (1・ 2)

堂所遺跡 (3)

車地蔵遺跡 (4)

三ケ所遺跡

松本塚ノ越遺跡

(6～ 12)

■了
暴狩 |

杵疫ゝ

図5「東大」関連塁書土器と出土遺跡
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成をしておきたい。

山梨県内の墨書・刻書土器については、2004年 までの資料について、明治大学古代学研究所データベー

ス (山梨県を平野修が集成・編集)で検索が可能となっており、類例を探すには大変便利である。ここでは

「東大」「大東」が出上 した遺跡をあげておく。

① 大原遺跡 (笛吹市一宮町)「東大」 9、 「大東」 3、 「東大ヵ」 3、 「大東力」 1

② デクヤ遺跡 (甲府市蓬沢町)「東大」3、 「東大力」3、 「東□」と、「□大」と、「大力東」 1

③ 堂所遺跡 (笛吹市芦川町中芦川)「東大」1

④ 車地蔵遺跡 (笛吹市一宮町)「東大」 1

⑤ 三ケ所遺跡 (山梨市)「東大」1

現在のところ、三ケ所遺跡を含めて 5遺跡あり、いずれも甲府盆地東部に分布が見られる。古代の郡域で

いえば、山梨郡内に限定的といえるが、大原遺跡の慨報 (猪股ほか 1990)に あるように「郷を越えて使用

された文字」という指摘のとおりである。特徴としては大原、デクヤ遺跡のように複数の同名墨書をもつ遺

跡、堂所、車地蔵、三ケ所遺跡のように 1個体のみの事例をもつ遺跡がある。大原遺跡については、玉井郷

の中心的な集落遺跡で竪穴数が数百軒に及ぶ大集落であり、デクヤ遺跡については、笛吹川支流に面し、物

流の拠点である津の可能性が高いとされている。それに対し、三ケ所や堂所遺跡は竪穴数が少なく、集落規

模としては極めて小規模といえる。さらにいえば、大原・デクヤ・車地蔵・三ケ所遺跡が盆地内の遺跡であ

るのに対し、堂所遺跡は芦川沿いの山中という立地上の違いがある。書かれた土器はいずれも甲斐型土師器

で、郭、皿の2器種のみである。すべて墨書で、書かれた部位は底部外面が多いようであるが、体部外面も

みられ、その場合正、倒の別がある。文字は書き慣れた感じを受けるものが多いが、同一人物の手によるも

のとは言いがたく、それぞれ書き手が異なると見たほうがよいだろう。時期的には甲斐型土師器が玉縁化す

る 10世紀初頭前後～玉縁化が発達した時期といえ、暗文をもつ 9世紀後半代にはなく、おおむね同一時期

である。これらの遺跡分布をつなぐ共通項は見いだせないが、甲斐国の中心地であった笛吹市旧一宮町内に

多い傾向があるといえそうである。

「東大」の意味について、森本圭一氏は「東大は、人名の一部なのか、平域木街のように殿舎等の一部に

関係あるものなのか興味をさそう」と記している (森本・竹内 1975)。 また堂所遺跡の報告の中で岡野秀典

氏は、東大寺を総本山として建立された国分寺との関連を推沢1す る。10世紀前半代には国分二寺修理に関

する記事がみられることから、各地の国分二寺の荒廃状況が推測されるが、その材料調達のために芦川山中

に集落が営まれたと考え、声川山中が国分寺寺領ではなかったかと推測する。また官道、準官道との関連も

指摘していて、上芦川を通過する若彦路から一宮方面への運送の利便性を考慮したためとみている。

なお、全国での有無を同データベースで検索したところ、「東大」はないが、「大東」については静岡県磐

田市中泉の大宝院廃寺遺跡にて出上していることがわかった。また、以上の他に近年調査された富士河口湖

町滝沢遺跡にて、「太東」が 2・ 3例あることを調査担当の古川明日香氏 (山梨県埋蔵文化財センター)よ り

ご教示いただいた。滝沢遺跡例のありかたから、「大」が「太」に変換された事例があることがわかる。

そこで、ここではさらに広げて山梨県での「大」「東」「太」を含む墨書例を集成しておく。なお、「―ヵ」

とする可能性の高い事例もあげておく (表 12)。

「東」と関連性のある墨書としては「東大」「大東」のほか、「石禾東」「東石禾」 (松原遺跡)、 「東内」(松

本塚ノ越遺跡)、 「東山」 (地耕面遺跡)がある。「石未」は「石和」であり、郷名であることは明らかで、東

を前後に付ける事例がある点は、「東大」と同じである。禾と大を字形の類似という点で関連付けが許され

るならば、東大、大東は東石禾、石未束と同義と推沢1す ることもでき、「東大」は「東石禾」の略といえよう。

時期的に先行出現する松本塚ノ越遺跡の「東内」については内と大が発音的に同じであり、また内と大は文

字としても類似するものである。したがって東大との類似度はより高いといえる。ただ「東大」のすべてを「東

石和」と解釈することは、土器の分布状況から難しい。つまり位置的に石和郷東にあてはまらない遺跡にデ
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応
部

外
薗

正
位

ヨ
書

大
泉
村
教
育
委
員
会 「

寺
所
遺
跡

(第
2次

発
掘
調
査
報
告
書

)』
大
泉
村
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第

14

集
39
号

住
居

跡
代

土
師

(黒
色

琴
本
部

外
面

正
位

垂 白

泉
円

1ヒ
在

市
(旧

太
泉

TT
,

Z住
居

ヽ
土

日
市

Ⅲ
三
部

外
面

蓋
書

1山
梨

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン
タ
ー
調

査
報

告
第

58
集

〉
城

下
原

田
遺

跡
(『

山
梨

県
史

』
19
90

2住
居

ヨ
(大

力
火

力
)

土
師

節
本
部

外
面

正
位

≡
雷

'住
盾

不
罰
堺

薗
止

位
至

著

〕 ト
レ
ン
テ

土
師

不
本
部

外
面

正
位

蓋
書

邑
生

田
第
3

化
社

市
(1
日
大

泉
村

)
1住

居
代

土
師

皿
本
部

外
面

創
傾

採
豫
】

i六
呆

何
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
4果

)豆
生

岡
第

3遠
IV
I(
r山

梨
県

里
』

)

日
官

原
刊`

字
薇

lL
TI
市

(旧
日

州
1町

,
2住

居
ミ

■
日
巾

判`
本

部
外

向
正

位
墨

書
山

梨
県

只
』

20
01

2住
居

粟
土

師
イ

本
部

外
面

正
位

曇
書

l住
盾

騒
部

外
向

至
雷

`住

居
](
東

力
)

土
師

不
本
部

外
面

到
位

重
書

千
帯

I
牝
社

市
(1
日

自
州

町
)

'任

居
察

息
本
部

外
画

釧
位

三
膏

ケ
帝

I還
瑯
・

FJ
T帝

Ⅱ
還

断
(丁

山
梨

県
興

』
,

際
林

千
跡

化
杜

市
(1
日
高

根
町

)
1住

居
](
大

方
)

土
師

不
本
部

外
面

Ξ
書

山
梨

県
史

』
20
01
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返
跡

名
所

在
地

出
主

還
襦

器
質

器
種

記
銘

部
位

nd
鍋

万
同

時
期

出
興

発
行

牛

易
沢

1ヒ
杜
市

(旧
高
根
町

)
](
六

カ
,

二
日
中

保
刻

山
梨

県
史

』

□
(太

力
)

i師
不

本
部

外
向

二
位

菫
吾

」
(末

力
,

本
部

外
面

～
底

都
外

面

憂
書

表
保

](
大

力
)

上
師

不
巨
罰
`外

白
墨

書

】ヒ
杜

市
(1
日
察

玉
町

,
9住

居
」

(入
力

,
上

師
琳

本
部

外
面

E位
カ

垂
書

塩
川

霞
跡

(『
山

梨
県

史
』

)
19
92

北
杜

市
(1
日
須

玉
町

)
1住

居
六

二
日
市

埒
本
部

夕
牛
向

二
位

竪
書

西
川

遺
跡

(『
山

梨
県

史
』

)

ユヽ
笙

田
1ヒ
41
市

(1
日
察

上
町

,
9地

区
B3

](
大

力
)

主
師

不
巨
部

外
面

力
層

部
内

面
カ

僚
亥

1
19
76

寸
之

内
皿

1ヒ
社

市
(1
日
明

野
村

)
1住

居
六

L司
ワ

“

向
垂

書
(明

野
村

文
化

財
調

査
報

告
第

9集
)村

之
内

Ⅱ
・

Ⅲ
冨

台
・

申
谷

井

1住
居

大
i師

猾
巨
部

外
面

垂
書

寛

'泉
'ヒ

柱
fF
(1

日
長

坂
町

,
5号

仁
く
A区

)
点

上
師

(黒
色

|
本
部

外
面

E位
垂

吾
長
坂
町
教
育
委
員
会
他 『

柳
坪
南
遺
跡
・
境
原
遺
跡
』長

坂
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第

15
集

と
ノ
原

1ヒ
41
fF
(1
日

察
玉
町

,
7住

本
部

外
面

到
位

保
刻

,‐
4住

太
巨
部

外
国

〕c
線

刻

3つ
1住

上
師

本
部

外
面

到
位

蛋
吾

C-
72
住

六
上

師
巨
部

外
向

,c
墨

書

餅
93
住

本
部

外
面

E位
垂

書

3-
93
住

上
師

勺
面

,c
垂

書
・
線

刻

晏
巻

北
化

杜
市

(旧
須

玉
町

)
末

徳
巨
部

外
向

塁
書

贋
玉

町
『

須
玉

町
史

第
1巻

考
苗
・
百

代
・

中
世

』
19
99

大
徳

と
師

巨
部

外
面

堅
書

士
屋

(第
2次

)
北

杜
市

(1
日
長

坂
町

)
住

居
案

巨
部

外
向

,c
墨

暮
長

坂
町

他 『
紺

屋
遺

跡
―

第
2次

発
掘

調
査

報
告

書
―

』
長

坂
町

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

第
19

号
土

坑
棄

カ
上

師
巨
部

外
面

垂
書

集

毎
之

木
(第

1次
)

北
柱

市
(1
日

明
野

村
)

コ
号

住
票

口
不
部

分
山

三
位

墨
書

山
梨

県
明

野
村

教
育

委
員

会
他

r梅
之

木
遺

跡
I』

明
野

村
文

化
財

調
査

報
告

14
20
02

72
号

住
太

上
師

本
部

外
白

到
位

茎
吾

手
不

属
手

旧
房

II
I

」
(泉

力
,

本
部

外
面

こ
位

蓋
吾

寺
本

廃
寺

第
+2
3次

発
掘

調
査

報
告

書
(r
山

梨
県

史
』

)
19
88

師
幸

道
雷

吹
市

(十
日
石

和
町

)
1住

居
べ

巨
部

外
向

藍
吾

石
和

町
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
7集

〉
御

幸
迫

還
跡

平
成

企
画

調
査

地
点

(『
山

梨
県

史
』

II
大

土
師

巨
部

外
面

垂
暮

,ヽ泉
雷

吹
市

(
1日

―
冨

町
)

E6
住

居
六

二
日
巾

上
位

墨
書

E6
住

居
□

(大
力

)
土

師
騒
部

外
面

竪
吾

E6
住

居
上

師
巨
部

外
面

垂
書

三6
住

居
騒
部

'卜

向
霊

書

E7
住

居
コ

(日
力
)下

土
師

巨
部

外
白

垂
吾

三7
住

居
□

(東
力
)大

上
師

本
部

外
面

二
位

垂
吾

三
7住

居
黒

欠
磯
部

外
国

墨
暑

=2
6住

居
大

田
上

師
巨
部

外
面

竪
青

三 2
6住

居
と

目
巾

囁
部

外
向

墨
書

=2
6住

居
大

田
と

師
蜃
部

外
面

曇
吾

三
32
住

居
」

(東
力

,
E部

外
面

垂
書

三 3
7住

居
コ

(六
カ

)
上

師
巨
部

外
面

堅
雷

三4
1住

居
二

日巾
麟
部

分
回

〕
c

墨
吾

当
9住

居
太

と
師

本
部

外
面

E位
垂

書

L居
ヨ

(粟
力

'
=帥

本
部

外
向

上
位

〕c
壺

書

三5
0住

居
太

上
師

本
部

外
画

則
位

垂
書

=5
0住

居
栗

と
日 中

本
部

外
向

釧
位

萎
喜

三
64
住

居
東

大
主

師
本
部

外
面

到
位

邑
書

三
64
住

居
」

(泉
力

,
不
封
堺

回
と

ぼ
邑
書

三
92
住

居
=帥

騒
部

外
向

,c
垂

吾

三 9
7住

居
東

上
師

不
巨
部

外
面

曇
書

三
10
0住

居
大

と
BI
I

企
騒

部
外

薗
,c

廷
書

三
10
0住

居
大

主
師

巨
部

外
面

轟
書

三
10
0住

居
二

日
巾

局
台

14
｀

巨
部

外
国

〕
c

至
吾

10
3住

居
](
太

東
力

)
上

師
不

本
部

外
面

正
位

電
書

Ar
4住

居
来

八
本
部

外
面

正
位

邑
書

″
16
住

居
太

主
印

巨
部

外
白

彗
善

Ar
16
住

居
東

大
土

師
皿

麻
部

外
面

正
位

至
書

Ar
16
住

居
太

■
日
中

二
部

外
画

邑
署

″
16
住

居
東

大
土

師
不

麻
部

外
薗

正
位

至
署
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還
師

名
所

在
地

出
土

速
穏

釈
X

需
負

記
銘

部
位

記
鍋

万
同

時
期

釜
・

玖
」

出
奥

発
行

年

yV
16
住

居
衰

太
二
日
巾

麻
部

外
面

正
位

垂
著

V1
6住

居
と
師

皿
床

部
外

面
剛

位
竪

書

V1
9住

居
](
太

力
)

上
目
巾

IE
部
外
面

竪
菩

VV
19
住

居
土

師
下

囁
部

外
面

竪
書

yV
20
住

居
工
旧
巾

不
医

部
外

面
竪

書

V9
6住

眉
と

師
不

FE
部

外
画

10
o

竪
書

V9
9住

居
」

(六
カ

,
上

師
匠

部
外

画
塁

書

Ⅳ
10
3住

居
と

印

“

不
医

部
外

面
竪

吾

Ⅳ
10
3住

活
=師

不
膝

部
外

国
廷
書

Ⅳ
10
3住

居
主

H巾
下

TE
部
外
面

豊 ロ

Ⅳ
10
3住

居
](
大

力
)

巨
部

外
画

昼
吾

Ar
10
3住

居
夫

上
師

不
蜃
部

外
菌

里
書

Ⅳ
10
3住

居
二

日
巾

不
巨
部

外
面

10
c

E吾

A/
10
3住

居
太

と
師

不
騒
部

外
向

彗
書

A/
10
3住

居
上

師
皿

E部
外
面

邑
書

Ar
1 
03
住

居
](
欠

力
)

=帥
巨
部

外
面

10
c

豊
吾

Ar
1 
03
住

眉
夫

主
師

皿
本
部

外
国

膜
位

畳
書

Ⅳ
10
3住

居
工

旧
巾

皿
本
部

外
面

二
位

10
o

選
雷

Ar
10
3住

居
太

土
師

ll
l

巨
部

外
向

蓋
書

Ar
10
3住

居
上

師
Ⅲ

巨
部

外
面

10
o

墨
雷

Ar
10
5住

居
太

土
師

不
本

部
外

国
こ
位

墨
書

/V
10
5住

居
太

口
上

師
不

巨
部

外
面

10
c

至
吾

/V
10
5仁

眉
太

上
師

Ⅲ
夏

部
外

薗
≧
審

″
0住

居
日

(入
力

,
二

日
中

不
巨
部

外
面

轟
雷

A/
12
7住

居
大

主
師

不
本

部
外

出
釧

位
Oc

邑
善

″
27
住

居
不

本
部

外
面

到
位

10
c

璽
雷

Ar
1 
34
住

居
](
大

力
)

土
師

不
巨

部
外

向
≧
暮

/V
59
住

居
土

師
不

巨
部

外
面

垂
吾

lV
1 
59
住

居
代

主
帥

二
部

外
国

豊
書

Ar
1 
62
仁

届
k

主
師

不
不

部
外

国
al
位

垂
書

Ar
1 
62
住

居
不

胚
部

分
口
/'
5

部
外

面

到
位
/―

畳
吾
/線

刻

2住
屠

ヽ
吟

暦
部

外
向

堅
書

″
16
2住

居
κ

と
師

lT
・

E部
外

面
蓋

著

″
16
2住

居
ヽ

吟
こ
部
外
面

竪
書

町
62
住

居
](
太

力
)

猾
二

部
外

向
堅

書

Ⅳ
16
2仁

居
た

と
師

ll
l

麻
部

外
面

正
位

垂
署

Ⅳ
16
2住

居
末

二
日
巾

邸
正

位
ヘ
ラ
書

yV
16
6住

居
と
師

皿
本
部

外
面

Tl
位

垂
雷

W1
71
住

居
太

二
日
巾

磯
部

タ
ト
ロ

垂
書

VV
17
4仁

居
東

と
師

皿
巨
部

外
画

堅
吾

VV
17
6住

居
式

二
日
巾

埒
本
部

外
面

正
位

垂
書

yV
1 
76
住

居
太

柴
と
師

塔
本
部

外
面

剛
位

垂
吾

W1
76
住

居
太

と
目
中

14
N

二
部

外
面

10
c

垂
書

VV
1 
76
住

居
]□

(東
大

力
)

上
師

邸
巨
部

外
面

堅
吾

W1
76
住

居
]口

(大
力

)
上
師

埒
巨
部

分
ロ

10
c

竪
書

Ⅳ
17
7住

居
と

師
イ

巨
部

外
面

里
膏

W1
86
住

居
太

上
師

吟
線

刻

VV
1 
94
住

居
](
大

力
)/
□

上
師

不
本
部

外
面
/底

“

外
面

僚
刻

W2
10
住

居
ペ

と
BI

吟
巨
罰
リ
ト
向

垂
書

WV
21
 0
住

居
木

土
師

不
本
部

外
面

則
位

竪
吾

W2
10
住

居
太

醸
部

夕 牛
白

垂
書

W2
11
住

居
」

(末
力

,
上

師
巨
部

外
面

堅
吾

yV
21
 1
住

居
太

匿
罰

`タ

ト
画

垂
書

Ar
22
5任

居
栗

と
師

騒
部

外
白

至
書

Ⅳ
22
9住

居
コ

(太
力

)

=目
中

E部
外
面

竪
替

ハ′
22
9住

居
太

=B
HI

騒
部

外
向

垂
暮



― ト ト ー

遺
跡

名
所

在
地

出
主

遠
構

釈
又

器
質

器
標

Hd
路

部
ぼ

記
銘

万
同

時
期

yV
24
8住

居
]/
六

土
師

塔
体

部
外

面
/底

部
外

面

王
位
/―

堅
審

直
構

外
吟

囁
部

外
薗

腺
潔

J

饉
橋

外
主

師
塔

属
部

外
面

霊
害

重
橋

外
太
東

土
師

郵
雹
部

外
面

蓋
署

直
構

外
応

部
外

向
判

恒
〕
c

当
霞

直
構

外
主

師
イ

属
部

外
面

豊
菩

直
橋

外
夫
東

上
師

不
言
部

外
面

≧
書

直
碑

外
べ

円
主

帥
二

部
外

向
〕
c

垂
語

遺
橋

外
ヽ
東

土
師

不
巨
部

外
面

垂
書

直
儒

外
主
目 ゆ

二
部

外
画

〕
c

邑
審

直
襦

外
大

土
師

不
属
部

外
面

霊
書

直
儒

外
来

八
三

月
中

二
部

外
向

〕
c
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クヤ、堂所遺跡があり、石和の西、南西に所在する。

「大」と関連する墨書には、ほかに「大親」 (秋山氏館跡)、 「油大」 (デ クヤ遺跡)、 「大前家」 (溝 呂木道上

遺跡)、「大徳」 (腰巻北遣跡)、「サH大」 (御幸道遺跡)、「大田」「大柴」「大山」 (大原遺跡)、「大伴」「大井」 (甲

斐国分尼寺跡)、「大万」「大房」 (松原遺跡)、「大内」 (五反田遺跡)がある。人名・姓とみられる事例 (大徳、

大万、大柴、大伴、大井)が多いなかで、「油大」「サH大」のように後ろに「大」を付けた事例は「東大」と

同じ用い方といえ、関連性が伺われる。

各遺跡の墨書例を見た場合、「東」と「大」が同じ遺跡で出土する傾向があることがわかる。ともに出土

している遺跡としてはデクヤ、宮ノ前、寺所、梅ノ木、大原遺跡、国分尼寺跡があり、単なる偶然とは考え

にくい。また「大」と「太」も秋山氏館跡、御幸道、大原遺跡のように同一遺跡で出土する傾向があり、混

同して用いられた、あるいは同義文字として変換されることがあったと思われる。したがって滝沢遺跡の「太

東」も「東大」「大東」と同じ文字とみてよいだろう。

「東大」の意味を国分寺修復と関連させる岡野氏の説について、一宮町周辺に多い傾向は支持を強めるも

のである。しかし墨書土器が 10世紀初頭に限定的で、国司、国行の勢いが衰退する時期に国分二寺の大規

模な修復があったのかどうか、実態として不明であり、調査状況や瓦の様相から検証する必要があろう。「東

大」は全国的に見ればかなり特殊な文字で、「東大寺」と関係するのであれば全国的にもっと出土してもよ

いかと思われるが、甲斐以外での類例がないことから、国分寺との関連性を指摘することは難しい。また先

にあげたように、「石和東」と同義として地名とみるのは、分布状況から全ての事例に当てはめることはで

きないと思われる。別の考え方として、氏族名とみる見方がある。「大東」は首字として今日でも存在する

ほか、古川明日香氏のご教示によれば、山梨郡散事小長部と同族とされる太氏があるという。

この点について原秀三郎氏は、『古事記』神武段によると小長谷部は神武天皇の皇子神八井耳命を始祖と

する 19氏族のひとつで、その同族には意富 (飲富・多・太とも)臣 を筆頭とする小子部連、科野国造、常

道の仲国造らがいたことを指摘する (原 2002)。 さらに小長谷部集団が分布する駿河国磐田郡飲宝郷を意富

(多 。太・大郷)と 考え、意富 (太)氏の姓と郷名が一致する例として注目する。三ケ所遺跡が山梨郡大野

郷内に位置すると考えられること、山梨郡散事としての小長谷部の存在が明らかなことから、大野郷は太 (意

富 。鉄富 。多)堀卜であって、太氏との関連があるという見方も可能となってくる。

なお補足するならば、山梨郡散事小長谷部に関する史料は2点ある (山下 2009)。 天平 10年 (738)の 正

倉院文書「駿河国正税帳」記載の部領使小長谷部麻佐 (甲斐国より御馬献上のため駿河国を通過した際に同

国6郡から食糧を支給された)と 、天平 10年 (738)正倉院文書「駿河国正税帳」言己載の小長谷部練麻呂 (甲

斐国へ帰国する防人 39名が駿河国通過の際に同国6郡 より食糧を支給された)の 2名 に関するものである。

ここでは小長谷部が山梨郡内に役人として居住していたことを確認し、大野郷との関連を示唆するものとみ

ておきたい。このように姓としての可能性も、ひとつの有力説として浮上する。

ここでは関連墨書の検討、一遺跡内での文字の組み合わせを中心に「東大」墨書の意味について検討 した。

今後の事例増加を待つとともに、各地の事例を「太氏」との関連で注目する必要性を感じる。

【参考文献】
猪股喜彦ほか 1990『大原遺跡発掘調査瞬報』一宮町遺跡調査会・一宮町教育委員会

原秀三郎 2002「 第三章第一節 王領の設置と壬生部」『地域と王権の古代史学』塙書房

山下孝司 2009「古代甲斐国の人名」『山梨考古学論集Ⅵ』山梨県考古学協会 30周 年記念論文集

森本圭―・竹内清志 1975「杭 No 280地点 第 1号住居址」『勝沼バイパス建設に伴う古代甲斐国の考古学調査 (続編)』 山梨県教育委

員会

岡野秀典 1999「 まとめ」『堂所遺跡発掘調査報告書』芦川村埋蔵文化財調査報告書 第1集 芦川村教育委員会

志村憲―ほか 2003『 ヂクヤ遺跡―一般廃棄物最終処分場建設に伴う発掘調査報告書―』甲府市文化財調査報告書 22 甲府市教育委員
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第 4節 三ケ所遺跡の掘立柱建築について

室 伏 徹

三ケ所遺跡からは5棟の古代の掘立柱建築が検出されている。各建物の建築単位で分析すると、

1号掘立柱建物 側柱 (3.50尺 :1.06m)5/3× 4/2?

2号掘立柱建物 側柱 (3.50尺 :1.06m)3/2× 3/2

3号掘立柱建物 側柱 (3.50尺 :106m)4/3× 4/2

4号掘立柱建物 側柱 (350尺 :106m)6/3PX4/2

5号掘立柱建物 側柱 (3.40尺 :1.03m)4/3× 4/3

となる。いずれも桁行 3間から2間、梁行 3間から2間 の小規模側柱構造建築で、山梨県内の集落遺跡で一

般的に見出されるものであるが、

1)建築単位がほぼ同じであること

2)建物の方位が一致 し、ある程度の距離を置いて配置されていること

3)規模構造が建物ごとに異なっていること

などの、特色を見出すことができる⑤

以上から掘立柱建築群は、構造の違いから異なる役割を持つ建物として、殆ど同時に計画的に配置された

一群を成す建物群であると考えられる。ところが、このことは逆に、この一群を成す建物以外が無いこと、

つまり建替えなどの行為が行われなかったことを意味している。

建物の建築年代は、柱穴内の出土遺物から9世紀後半代が想定されるが、平城宮内裏北官衛遺構の建築単

位は (3.25尺 :0.985m)か ら (3.90尺 :1182m)で、 8世紀後半の正倉院の建築単位は (388尺 1.176m)、

8世紀末から9世紀前葉の平安京右京六条一坊の邸宅遺構は (390尺 :1.182m)～ (4.50尺 :1.864m)を

図り、山梨県でも8世紀後半に整備されたと考えられる甲斐国分寺塔遺構が 652尺 :1.067m)を 測ること

から、これらと比較 しても8世紀後半で 9世紀には降らない年代と考えられる。この遺跡から検出され、掘

立柱建築に重複する竪穴住居は、 9世紀後半から 10世紀前葉の小型住居が 4軒だけであり、これらの竪穴

住居の関係者が設置した掘立柱建物 とは考えにくいことも、時代を遡らせる理由の一つである。

三ケ所遺跡付近は、磯貝正義の甲斐国の郡郷配置の復元によれば、和名類衆抄の山梨西郡の大野郷の北側

で、山梨東郡の羹曽郷と山梨西郡の加美郷の間に挟まれた空白地帯に当たっている。

8世紀後半は、甲斐国分寺の造営が始まる時期で、各国の国府もこの時期から造営が始まり、郡司にかわ

り国司の指揮権が強化される時期に当たり、この時期に掘立柱建築を計画的に配置する集落が設けられたと

するなら、国司の影響を無視できない。下って 9世紀前葉は、巨麻郡に穂坂、柏前、真衣野 3ケ 所の御牧が

設置された時期に当たり、その開発のため、山梨郡から等々力郷や栗原郷の関係者が移住 し、同名郷が新

設された可能性が指摘されている。牧を統括する牧監が甲斐に設置されたのは天長 4年 (827)であるから、

設置の初期段階では国司がその指揮権を発動 したと考えられる。 8世紀後半に設置された計画的な集落が 9

世紀前半には営まれなくなったことが、山梨郡関係者による巨摩郡の御牧開発に運動 したものとするなら、

三ケ所遺跡の調査成果は興味深いものといえる。

平安時代末以降、三ケ所遺跡から北側の甲府盆地北東部の一帯は牧荘 と呼ばれるようになる。 しかし、そ

の語源となった牧については、成立年代、名称を含め何 ら記録が無 く、実態が把握されていない。このこと

から三ケ所遺跡とともに、さらに北側にあたる鍛冶遺構を伴う日下部遺跡なども含め、この地域の奈良・平

安時代の遺跡は注視する必要があると考えられる。

【註】

ここでいう建物表記法 (建築単位表記)について補足しておく (室伏 2006)。
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例えば、桁行 3間、梁行 2間 の側柱建物で、建築単位が 3.25尺で桁行 4単位、梁行が 3単位の掘立柱建

物の場合、

側オ主 (3.25)4/3× 3/2

1側柱・絵柱|(建築単位)1桁行単位数/桁行柱間数 |× 1梁行単位数/梁行柱間数| + 1廂 の方位|1廂幅の単位数 |

と表記する。基準値、物差しとなる長さを建築単位とし、その方眼上に四隅の柱位置を決め、間の柱の位置

を柱間数で均等に割った位置とする建築設計の仕方があるという考え方によるもので、建築単位は時代に

よって変化し、新しくなるほど建築単位が大きいという傾向 (時軸変化曲線)が指摘されている。また建物

の性格によっては建築単位を2～ 5倍にして、柱間を大きくする倍尺運用基準があることが判明しており、

そうした捉え方で遺構の性格、年代を解明できる可能性があるという。

ただ、本遺跡で柱穴から出土している土師器は9世紀後半であり、それらが建物撤去後に伴う廃絶時期以

降の年代を示す可能性もあるものの、室伏氏の時期推定とは大きく食い違いをみせる結果となっている。時

軸変化曲線を見直す必要、あるいは地方への波及といつた時間差を考慮すべきなのか、地域的に保守的な様

相も考えられ、必ずしも一律に進化論的発展が展開しなかったことも念頭に置くべきであろう。  (櫛原)

【参考文献】

室伏徹 2006「奈良・平安時代建築解析法としての建築単位の提言」『掘立柱・礎石建物建築の考古学―都城・官衛・集落・寺院におけ

る分析と研究法―』帝京大学山梨文化財研究所

最後ではあるが、本調査から報告書刊行に至るまでの間、多くの方々にお世話になった。調査にご理解を

示された山梨市、御指導いただいた山梨市教育委員会、参道近くでの調査でご迷惑をおかけした清白寺様、

ご教示いただいた地元の方、調査および整理作業に従事された調査スタソフの方々、特別寄稿をいただいた

植月学氏、室伏徹氏、そのほか多くの方々のご理解、ご協力、ご尽力にあらためて感謝しつつ、報告の結語

としたい。
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1号竪寵

|∞

A

,

ヽプ

1照

1暗褐色上(10YR3/4)しまり、粘性有。焼上粒、炭化粒有。

2黒褐色土(10YR2/3)～ 灰褐色上 しまり、粘性有。竃焚日では黒味の強い炭化層。

3黒褐色土・焼土混含層 しまりやや弱、粘性有。焼土層。焼土粒、小ブロック多。

4暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。ローム粒やや多。焼土粒、炭化粒有。

5褐色土(10YR4/4)しまり、粘性有。ローム主。焼土小ブロックやや多。

2・ 3号竪穴
1

2

3

4

5

6

1

2

3

／
′

′′

九
ｒ
ｔ

―
隕
に

い
い
〕
一
〇
３

A′

A′ 36210mA

暗褐色土(10YR3/4)しまり、粘性やや弱、表土(耕作土)。

暗褐色土(10YR3/4)しまり、粘性やや弱、耕作上、褐色錆少々(元水田か)。

灰黄褐色上(10YR4/2)し まり、粘性やや弱,埋め上、小礫入。

暗褐色土(10YR3/4)しまり、粘性有。焼上粒有。3層の灰黄褐色上混。

暗褐色土(10YR3/3)しまり、粘性有。焼上粒有。礫入。黒味は弱い。

暗褐色土(10YR3/3)しまり、粘性有。ロームブロック混。

尽 36300m

暗褐色土(10YR3/3)しまり、粘性有。ローム粒子、ローム小ブロック有。

暗褐色土(10Y酪/3)褐色上(10YR4/4)しまり、粘性有。ロームブロックやや多。炭化物有。焼土粒有。

にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、粘性有。ローム粒やや多。炭化粒、焼土粒有。

第 7図 1号竪穴 (2)、 2,3号竪穴 (1)
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A A'36220m

1暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。焼上粒、ローム粒有。ローム小ブロック有。

2暗褐色土(10YR3/3)し まりやや弱、粘性有。焼土粒、焼上小カロック有。

3焼土層 H吉褐色土混じりしまり、粘性有。焼土粒多 (小ブロック有)。

4にぶい黄褐色土(10YR4/3)し まり、粘性有。ローム粒やや多。黄味有。鼈の袖か。

5暗褐色土(10YR3/4)しまり、粘性有。焼土粒、焼土小カロック有。ローム粒やや多。
6暗褐色土(10YR3/4)しまり、粘性有。ローム粒多。地山直上か。

第 8図 2・ 3号竪穴 (2)
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…
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~~~~([]〉

‐に
肝

ω
６
〕
酌
ｏ
∃ l黒褐色土(10YR3/2)

2暗褐色土(10YR3/4)

3暗褐色土(10YR3/3)

4黒褐色土(10YR2/3)

5暗褐色土(10YR3/3)

6暗褐色上(10YR3/4)

7暗褐色土(10YR3/3)

8黒褐色土(10YR3/2)

9暗褐色土(10YR3/4)

しまり、粘性有。焼土粒、ローム粒混。

しまり、粘性有。ローム粒やや多。焼土粒混。

しまり、粘性有。焼土粒やや多。ローム粒有。

しまり、粘性有。黒味強。

しまりやや弱、粘性有。

しまり、粘性有。ローム粒やや多。

しまり、粘性有。焼土粒、小ブロンク入。煙道か。

しまり、粘性有。やや黒味有。焼土粒有。

しまり、粘性有。焼土粒有。ローム粒やや多。

1灰黄掲色土(10YR4/2)

2暗褐色土(10YR3/4)

3暗褐色土(10Y硝 /4)

3'暗褐色土(10YR3/4)

4黒褐色土(10YR3/2)

5 褐色
=L(7 5YR4/3)

6黒褐色上(10YR2/3)

7褐色上(10YR4/4)

8褐色上(10YR4/4)

9焼土層

表土。しまり、粘性有。

表土。しまり、粘性有。

しまりやや弱、粘性有。。
ローム小ブロック、ローム粒有。

m

しまり、粘性有。ローム小ブロック、焼土粒有。

しまり、粘性有。7層 に類似。ローム粒やや多。

しまり、粘性有。黒味強。

5層に類似。しまり、粘性有。ロームブロック入。

しまり、粘性有。ロームカロック多。地山直上。

しまり、粘性有。炭化物、焼土小ブロック、ロームカロック多。床直の焼土 (元 々

全体的に分布)。

第 9図 2・ 3号竪穴 (3)、 4号竪穴 (1)
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4黒褐色土(10YR2/2)

5にぶい黄褐色土(10YR4/3)

6焼土層

7にぶい黄褐色土(10YR4/3)

8黒褐色土(10YR2/3)

9黄褐色上(10YR5/6)

lm

しまり、粘性有。褐色上ブロック。
しまりやや弱、粘性有。ローム粒やや多。

炭化物混。

炭化物層。しまり強、粘性有。炭化物多量。

しまり、粘性有。ローム粒、ロームブロックやや多。

竃前面、床直面の焼土層。炭化物混。
ローム粒、ローム小ヂロックやや多。貼り床。

黒色土混。ローム小カロック有。貼り床の埋め土。
ローム上、床下掘り方。
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第10図  4号竪穴 (2)
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・
◎

表土。しまり、粘性やや弱。

錆粒合。元水田の床土か。

しまり、粘性やや弱。少礫有。1～ 3層までは埋め土 (盛土か)。

旧表土か。やや粗。しまり、粘性有。

やや粗。ローム小ブロック有。
ローム粒有。しまり、粘性有。

やや黒咲有。焼上 (赤色粒)有。しまり、粘性やや強。

ローム粒有。やや黒味有。しまり、粘性有。

ローム粒やや多。

ローム粒、ローム小ブロック主。しまり、粘性有。

やや黒味有。

黒味有。ローム小ブロック有。しまり、粘性有。

ローム小ブロック、ローム粒やや多。黒色土ブロック(12層 のブロック)入。しま

A′ 36300m

1灰黄褐色土(10YR4/2)

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)

3灰黄褐色土(10YR4/2)

4暗褐色土(10YR3/4)

5 日音褐(色■1(10YR3/3)

6にぶい黄褐色土(10YR4/3)

7黒褐色土(10YR2/3)

8暗褐色土(10YR3/3)

9にぶい黄褐色土(10YR4/3)

10褐色上(10YR4/4)

11黒褐色土(10YR2/3)

12黒褐色土(10YR3/2)

13にぶい黄掲色上(10YM/2)

14褐色土(10YR4/6)

り、粘性有。

地山直上。ローム土 枡洲川川くｒｌ下‐尽・　　　ピ

⑮
ザ

主
。
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
号

11ピット

1黒褐色土(10YR2/3)

2黒褐色土(10YR2/3)

3暗褐色土(10YR3/3)

12ピット

1黒褐色土(10YR2/3)

2黒褐色上(10YR2/3)

3黒褐色土(10YR3/2)

4褐色土(10YR4/4)

13ピット

1黒褐色上(10YR3/2)ロ ーム小ブロック、ローム粒混。2層に類似。

2黒褐色土(10YR3/2)口
~ム小ブロック、粒子混。

3暗掲色土(10YR3/3)口
~ム粒やや多。ローム小ブロックやや多。

赤色粒 (焼 土粒)有。
地山直上。ローム土。

ローム粒、ローム小カロック混。
ローム小ブロックやや多。1層類似。柱痕。

地山直上～地山。

しまり、粘性強。ローム粒混。
ローム粒やや多。しまり、粘性強。

しまり、粘性強。ローム小ブロック、粒子混。

しまり、粘性強。ロームブロック。

しまり、粘性有。柱痕。焼土粒有。

しまり、粘性有。焼土粒有。
ローム粒やや多。
ローム粒やや多。

しまり、粘性強。黒味強。

しまり、粘性強。ローム粒混。

しまり、粘性強。地山に近い。

ローム小ブロック混。しまり、粘性強。密。

しまり、粘性強。ローム小ブロック入。密。

しまり、粘性強。ロームブロック(大)有。
ローム粒、やや黄味強。な。

しまり、粘性強。ローム小ブロック混。
全体に粘土質。

しまり、粘性強。ローム小ブロック混。
1層 に類似。柱痕。全体に粘土質。

しまり、粘性強。ローム小ブロックやや多。
黄味強。全体に粘質土
しまり、粘性強。ロームと、壁崩落土か。
全体に粘上質。

16ピ

A′ 36220m

B′ 36220m

4 褐色土(10YR4/6)

14ピット

1黒褐色上(10YR2/3)

2黒褐色土(10YR2/3)

3褐色土(10YR4/6)

15ピット

1黒掲色土(10YR2/3)

2暗褐色土(10YR3/3)

16ピット

1黒褐色土(10YR3/2)

2褐色土(10YR4/4)

3黒褐色土(10YR2/3)

17ピット

1黒褐色土(10YR2/3)

2暗褐色土(10YR3/3)

3暗掲色土(10YR3/4)

18ピット

1黒褐色土(10YR2/3)

2黒褐色土(10YR3/2)

3褐色土(10YR4/4)

第11図  1号掘立桂建物、
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2号掘立

D′ 362.20m

E′

 362.20m

12ピ 17ピ

F                            F' 36220m

14ピ 16ピ
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C                                               C′  36230m

3号掘立101ピ

1暗褐色土(10YR3/3)  焼土粒・炭化粒有。上師器片有。しまり、粘性有。
2にぶい黄褐色土(10YR4/3)ロ ーム小ブロンク有。しまり、粘性有。

D                                               D′ 36230m

第12図 2号掘立桂建物 (2)、 3号掘立桂建物
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◎感

66ピ

65ピット

1暗褐色粘質土(10YR3/3)しまり、粘性強。ロームブロック多。ローム粒
やや多。焼土粒有。

2黒褐色粘質土(10YR2/3)しまり、粘性強。ローム小ブロック、ローム粒有。
焼土粒少々。

3暗褐色粘質土(10YR3/3)しまり、粘性強。ロームブロック有。

4褐色土(10YR4/6)   しまり、粘性強。ローム主。地山に近い。

66ピット

62ピット

1暗褐色土(10YR3/4) しまり、粘性強。ローム小ブロック多。炭化物有。

2暗褐色土(10YR3/3) しまり、粘性強。ローム小ブロック少々有。炭化物
焼土粒有。

3暗褐色土(10YR3/3) しまり、粘性強。ローム粒有。2層 に類似。

63ピント

1暗褐色上(10YR3/3) しまり、粘性強。ローム小ブロンクやや多。炭化物
焼土粒少々有。

2暗褐色土(10YR3/3) しまり、粘性強。ロームブロック多。、焼土粒有。
褐色土(10YR4/4)

3黒褐色土(10YR2/3) しまり、粘性強。ローム粒。ローム小ブロック有。
炭化物、焼土粒有。

4暗褐色粘質土(10YR3/3)しまり、粘性強。地山直上。

64ピ ット

1黒褐色上(10YR2/3) しまり強、粘性強。ローム土ブロック状に入る。
褐色土(10YR4/6)  炭化粒、焼土粒少々。

2黒褐色土(10YR2/3) しまり、粘性強。ローム粒有。

3暗褐色粘質土(10YR3/8)しまり、粘性強。ローム粒、ローム小ブロック有。
焼土粒少々。

4褐色粘質土(10YR4/6)し まり、粘性強。地山、掘りすぎか。

‐１
「
ｒ

占
い
ω
ｏ
ｏ
ヨ
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Ｆ

出
ω
】
∞
ｏ
ヨ

B 62ピ エ

∨

伽 m

1暗褐色土(10YR3/3)

褐色土(10YR4//4)

ロームブロック多。しまり、粘性強。

2暗褐色土(10YR3/3)  ロームブロック、ローム粒有。しまり、粘性強。
3黒褐色粘質土(10YR2/3)ロ ームブロック、ローム粒やや多。焼土粒有。

しまり、粘性強。
4にぶい黄褐色土(10YR4/3)ロームブロック、ローム粒多。黄味強。

しまり、粘性強。

ロームブロックやや多。しまり、粘性強。

しまり、粘性強。ロームブロック主体。
ローム粒多。

しまり、粘性強。ロームブロック、ローム粒有。
4層とほば同質。

しまり、粘性強。ロームブロックやや多。
ローム粒。上師器片。

5にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、粘性強。ローム粒多。

67ピット

1黒褐色土(10YR3/2)

2暗褐色土(10YR3/3)

褐色土(10YR4/4)

3黒褐色土(10YR2/3)

4黒褐色土(10YR3/2)

68ピ ット

1褐灰色土(10YR4/1)

2灰黄褐色土(10YR4/2)

3褐色上(10YR4/4)

4黒褐色土(10YR2/3)

5褐色粘質土(10YR4/4)

6黒褐色土(10YR3/2)

7黒褐色土(10YR3/2)

8黒褐色土(10YR3/2)
9褐色土(10YR4/4)

6褐色土(10YR4/4)

しまり、粘性やや弱。表土。

地山。ローム、掘りすぎか。

しまり、粘性有。炭化粒、焼土粒有。旧水田層か。

錆上、水田床土らしい。しまり、粘性有。

粘質上。焼土粒、炭化粒有。ローム粒有。
ローム粒多。地山への漸移層。
ロームブロック。しまり、粘性有。ロームブロック多。

4層 よりもやや黒。柱痕。しまり、粘性有。やや粘質土。
ローム小ブロック混。焼上粒有。炭化粒有。しまり、粘性有。やや粘質。
ローム土多。地山直上。しまり、粘性有。

4号掘立桂建物

-66-
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5号掘立

ー

75ピット

1黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。ローム小カロック混。黒色粒、褐色粒混。

2暗褐色土(10YR3/4)し まり、粘性有。ローム小ブロック有。黒味は1層よりもやや弱。

3黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。ローム小ブロックが横方向に層状に堆積。黒色土
とローム上の混土。

4黄褐色上(10YR5/6)し まり、粘性有。地山直上～地山上。

5土坑

l褐色土(10YR4/6) ローム土。しまり、粘性有。褐色土混。
1'褐色粘質土(10YR4/6)や や白っぱい。柱痕の当たり痕らしい。

40ピット

1褐色土(7 5YR4/3) しまり、粘性有。ローム粒やや多。掘りすぎの可能性有。
2暗褐色土(10YR3/4)し まり、粘性有。やや暗い(地山は黄褐色ローム土)。

80ピ ット

1黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。ローム粒、ローム小ブロック混。
2黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。ローム粒混。ローム小ブロック有。
3暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。ローム粒やや多。
4褐色土(10YR4/4) しまり、粘性有。地山に近いローム土。

79ピ ット

1暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。ローム粒、ローム小〕ロック有。
2黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。黒味有。ローム小ブロック有。
3黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。ローム粒有。

第14図  5号掘立柱建物 (1)
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5号掘立

76ピット

1暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。ロームブロック有。
ローム小ブロック有。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、雅性有。ローム粒やや多。
3にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、粘性有。ローム〕ロック多く混。

黒色土との混合。

4黄褐色土(10YR5/6)し まり、粘性有。地山に近いローム土。黒色上混。

77ピット

1黒褐色土(10YR3/2)し まり、粘性有。ローム小カロック、ローム粒混。
2にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、粘性有。ローム粒やや多。
3にぶい黄褐色上(10YR4/3)しまり、粘性有。ローム小ブロック、ローム粒多く混。
4褐色土(10YR4/6)し まり、粘性有。ローム粒多。ローム上に近い。
5黒褐色土(10YR2/3)し まり、粘性有。黒味やや強。
6褐色上(10YR4/4)し まり、粘性有。地山直上～やや掘りすぎか。

1号土坑

A 1史

第15図 5号掘立柱建物 (2)、 1号土坑

C'36240m

D′ 36240m

(1/60)

78ピット

黒褐色土(10YR3/2)しまり、粘性有。ローム小ブロック有。
暗褐色上(10YR3/3)し まりやや弱、粘性有。礫入。ローム粒有。
にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、粘性有。ローム粒、

ローム小ブロック層状にやや多く堆積。
暗灰黄褐色土(2 5YR4/2)ロ ーム上、暗褐色土との互層。
褐色上(10YR4/4)地 山。ローム土。

暗褐色上(10YR3/3)し まり、粘性有。黒色土混。溝複土。

褐色土(10YR4/6)しまり、粘性有。ローム主主体。やや掘りすぎか。
地山に近い。

A′

叩

Cm

A' 36200m

4

5

6

7
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A

生3的    抑m

2土坑
1黒褐色土 (10YR2/3)

ローム粒混。 ローム小ブロック混。
2褐色土 (10YR4/6)

ローム主。 1層の黒色粒混。

5号土坑

A′ 36240m

5土坑

1黒褐色上(10Y酪 /2)

黒味強。ローム粒有。しまり、粘性有。
2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
しまりやや弱、粘性有。

3暗褐色土(10YR3/4)
柱痕部分。ローム粒、ローム小ブロック有。
しまり、粘性有。

4にぶい黄褐色上(10YR4/3)
ローム粒やや多。ローム小〕ロックやや多。
しまり、粘性有。

6土坑

1暗褐色土(10YR3/4)
ローム粒有。しまりやや弱、粘性有。炭化物有。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム粒、ローム小ブロックやや多。しまり、
粘性有。黒色小ブロック有。

7土坑

7号土坑

1暗褐色土(10YR3/3)焼土粒、炭化粒含。焼骨粒有。

2暗褐色土・炭化物層(10YR3/3)
炭化物 (大 )、 炭化粒多、焼土粒、焼土ブロックやや多。やや黒味有。

3暗褐色土(10YR3/4)ローム粒、ローム小ブロックやや多。

4にぶい黄褐色土(10YR4/3)ローム土主体。地山。
～褐色土(10YR4/4)

3土坑

1黒褐色土(10YR2/3)
黒味強。しまりやや弱。粘性有。粘性有。
カクル に近い土。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム粒主体。ややくすんだ褐色上。
しまりやや弱。粘性有。

2号土坑 3号土坑

A′  36230m

6号土坑

1暗褐色土(10YR3/3)
しまり、粘性やや有。黒味強。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム粒多。しまり、粘性有。

A′ 36220m

A'36220m

A 17号土坑
ｍ

止
へ
／

珍 17土
(凸

ヽ
日
Ц
日
／／
　
　
＼
＼

＼ 域 _鯵 察 ′紫

第16図 2～ 7・ 17号土坑
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8号土坑

A′ 36220m

8土

黒褐色土(10YR3/2)しまりやや弱、粘性有 (撹乱状)。

暗褐色上(10YR3/3)しまりやや弱、粘性有。ローム粒やや多。

褐色土(10YR4/6)ロ ーム上。地山。しまり、粘性有。

1

2

3

9号土坑

1

2

3

10号土坑

10号土坑

黒褐色土(10YR3/2)しまり、粘性強。焼土粒有。

褐色土(10YR4/4)しまり、粘性有。ローム粒主。地山～地山直上。

第17図  8～ 10号土坑

A′  36220m

9号土坑

黒褐色土(10YR2/3)しまり、粘性強。やや黒味強。
黒褐色土(10YR3/2)ほ ぼ2層と同質。しまり、粘性強。
褐色土(10YR4/4)しまり、粘性有。ローム粒主。地山直上。

A′ 36210m

-70-



11・ 12号土坑

11土坑
1黒褐色上(10YR3/2)

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)

13号土坑

Ｅ
ｏ
ｏ
【
〕
中

ヨ
剰
‐

しまり、粘性有。焼上粒、炭化粒有。

しまり、粘性有。ローム粒やや多。地山直上。

N 36200m

12土坑
1黒褐色上(10YR3/2)

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)

14号土坑

14土坑

1暗褐色上(10YR3/4)粘 質、

2褐色上(10YR4/6)しまり

しまり、粘性強。ローム小ブロック有。

しまり、粘性有。ローム粒やや多。

A'36200m

しまり、粘性強。ローム粒、ロームカロック多。

粘性有。ローム主。1層の小〕ロック混。

l

2

3

4

5

6

13上坑

黒褐色上(10YR2/2)し まり、粘性強。ローム小ブロック少々混 (2層 よりは少なく、黒味強)。

黒褐色土(10YR2/2)褐色土小ブロックしまり、粘性強。褐色土小カロック多。

黒褐色土(10YR2/2)し まり、粘性強。1層に類似。

黒褐色土(10YR2/2)黒色土小ブロックしまり、粘性強。2層 に類似。

暗褐色土(10YR3/3)地 山に近い。ローム主。

褐色土(10YR4/4)褐色土〕ロック。

第18図  11～ 14号土坑
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16号土坑 (5号掘立柱穴)

唾

止

16土坑

黄褐色土(10YR5/8)ロ ーム上を人為的に埋める。しまり、粘性有。

暗褐色土(10YR3/4)ロ ーム上、ローム粒、ローム小カロックやや多。
しまり、粘性有。黒色土混。

にぶい黄褐色土(10YR4/3)ローム粒、しまり、粘性有。密。

1

2

15土坑

黒褐色土(10YR2/2)しまり、粘性有。

黒褐色土(10YR2/2/)しまり、粘性有。
・褐色上(10YR4/4/)

黒褐色土(10YR2/2)しまり、粘性有。

暗褐色土(10YR3/3)しまり、粘性有。

褐色土(10YR4/4) しまり、粘性有。

黒褐色土(10YR2/2)しまり、粘性有。
・黄褐色土

A′ 36220m

15号土坑

ローム粒、ローム月ラ泊ック含。

、ロームブロックやや多。ローム粒含。

1層に類似。ローム小〕ロック含。
ロームカロック、ローム粒やや多。
ローム粒主。地山直上。

黄褐色土と黒色上の互層。ロームカロック多。

第19図  15。 16号土坑
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18号土坑

19・ 20

1

2

3

4

5

6

7

A′ 36290m

18土坑

灰黄褐色土(10YR4/2) しまりやや弱、粘性有。表土 (耕作土)

にぶい黄褐色土(10YR4/3)し まりやや弱、粘性有。ローム小カロック多。灰色土 (1層 )多。6層に類似。

灰黄褐色上(10YR4/2) しまりやや弱、粘性有。灰色味強。ローム小ブロックやや多。

褐色■1(10YR4/6) しまりやや弱、粘性有。褐色土小カロック多。ローム粒やや多。黄味強。

褐色砂礫層(10YR4/6) しまり、粘性な悦 壁崩落か。礫多。

にぶい黄褐色上(10YR4/3)し まりやや弱、粘性有。灰色味強。

褐色土(10YR4/4) しまり、粘性有。ローム粒主。褐色味強。

A′  36250m

第20図  18～21号土坑

21号土坑
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聞瑚 隅 。ローム小カック入。ローム粒入。
暗褐色土(10YR3/3)
しまり、粘性有。ロームが帯状に堆積。ローム〕ロックやや多。
1層 よりも黒味強。

24号土坑

22号土坑

A A′ 36260m

l

2

3

4

A A′

 36260m

24土坑

1暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム小ブロック、ローム粒やや多。
しまりやや弱、粘性有。

2暗褐色上(10YR3/4)ロ ーム粒やや多。しまり、粘性有。

3褐色土(10YR4/4)ロ ーム上、地山。しまり、粘性有。

23号土坑

A′ 36260m

23土坑

暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム小カ ック、ローム粒を全体に含。しまりやや弱、粘性有。

暗褐色土(10YR3/3)ローム小ブロックやや多。ローム粒。しまり、粘性有。

にぶい黄褐色上(10YR4/3)ロ ーム小〕ロック多。しまり、粘性有。礫入。黒色小ブロック入。

暗褐色土(10YR3/3)2層 に類似。しまり、粘性有。

25号土坑

A

第21図  22～ 25号土坑

A′ 36250m

25土坑

1暗褐色土(10YR3/4)  しまり、粘性有。ローム小ブロック有。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)し まりやや弱、粘性有。ローム粒、
ローム小ブロックやや多。礫入Ь

3暗褐色土(10YR3/3)  1層よりも黒味有。しまりやや弱、粘性有。
ローム粒有。
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26号土坑

A A′ 36250m B B'36250m

26土坑

1灰黄褐色土(10YR4/2)

2褐灰上(10YR4/1)

3暗褐色土(10YR3/4)

4にボい黄褐色土(10YR4/3)

5暗褐色土(10YR3/3)

6褐色土(10YR4/4)
～にぶい黄褐色土(10YR4/3)

71島て登二L(10YR4/4)

表上。しまり、粘性有。耕作土。

表土 (埋め土か)。 しまり、粘性有。

しまり、粘性有。

しまり、粘性有。ロームブロック多。地山直上層。

しまり、粘性有。

しまり、粘性有。

地山。ローム土。

27号土坑

A A′ 36210m

1

2

27土坑

1黒褐色土(10YR2/3)
ローム粒、焼土粒有。しまり、粘性有。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム粒やや多。。しまり、粘性有。

第22図  26・ 27号土坑
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28・ 29。 30号土坑

28・ 29。 30土坑

1黒褐色土(10YR2/3)し まり、粘性有。ローム小〕ロック、ローム粒混。粘質土。

2暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。ローム小ブロック、ローム粒やや多。。粘質土。

3褐色土(10YR4/4)しまり、粘性有。ローム土主体。地山直上。

第23図 28～ 30号土坑
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34・
35土

坑

l黒
褐

色
上
(10YR2/2)し

ま
り
、
粘
性

強
。
ロ
ー
ム
粒

、
ロ
ー
ム
小

ブ
ロ
ッ
ク
有
。
炭
化

物
有
。
黒

味
強
。

2黒
褐

色
上
(10YR3/2)し

ま
り
、
粘

性
強
。
ロ
ー
ム
小
ブ
ロ
ッ
ク
有
。
や
や

黒
味
強
。

3暗
褐

色
土
(10YR3/4)し

ま
り
、
粘

性
強
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
や
や

多
。

4褐
色

上
(10YR4/4)し

ま
り
、
粘

性
有
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
有
。
地

山
直
上
。
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36240m
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31・
32・

33土
坑

1黒
褐

色
土

(10YR2/3)し
ま
り
、
粘
性
や
や

強
。
炭
化
粒

有
。
ロ
ー
ム
粒

有
。

2黒
褐

色
土

(10YR2/3)し
ま
り
、
粘
性
や
や

強
。
ロ
ー
ム
粒

有
。

3黒
褐

色
土

(10YR2/3)し
ま
り
、
粘
性

や
や

強
。
礫

入
。
ロ
ー
ム
粒

、
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
有
。

4褐
色

土
(10YR4/4)し

ま
り
、
粘
性

有
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
有
。
地

山
直
上
。



39土坑

1灰黄褐色土(10YR4/2)
地表を下。バラス混。

2褐色土(10YR4/6)・ 1層の混合上
しまり、粘性強。ローム小ブロックやや多。

3暗褐色土(10YR4/6)
しまり、粘性強。炭化物混。礫混。

4暗褐色土(10YR3/3)
しまり、粘性有。礫多。

5にぶい黄褐色上(10YR4/3)

礫混。ローム粒やや多。
6暗褐

観 報 撃 ど云粒やや多。
細かいローム小カ ックやや多。

7褐色上(10YR4/6)
ローム地山に近い。しまり、粘性有。

40号土坑

A′ 36240m

40上坑

1黒褐色土(10YR2/3)し まり、粘性有。ローム粒有。やや粗。

A′

362 60m  l

41土坑

暗褐色土(10YR3/4)
しまりやや弱、粘性有。ローム粒、ローム小ブロック混。

にぶい黄褐色土(10YR4/3)
しまり、粘性有。ローム小ブロックやや多。

43号土坑

A A′

輸

42土抗

1暗褐色上(10YR3/4)
ローム粒、ローム小〕ロック混。しまり、粘性有。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム粒、ローム小ブロックやや多。

3褐色土(10YR4/6)

地山直上。しまり、粘性有。

第25図 39～ 43号土坑
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1層 目

36210m 台座地点

1責褐色砂層(10YR5/6)
参道工事に伴う砂層。

2灰黄褐色土(10YR4/2)
1層の砂を含む。

3灰黄褐色土(10YR4/2)
非常に硬く締まった層粘性有。現代の石材も混入。

4にぶい黄褐色土(10YR4/3)

しまり、粘性有。古い地表面か。礫を敷いて(?)整地したようだ。
ロームブロック有。

5褐色土(10YR4/6)
地山。ローム土。

第26図 台座地点

-79-



(Z/門入OT)T盪瑞9鮮普ク

菖T笥8
°
駆剤′琳｀

晩翠∩
°
YttT郵

°
Y(彗部)暮

°
多善

～
路Я″暫

(8/8送入01)T勇吊肝予留辮謝Z
°
身器T野

°
Yttκ喚

^r7⑫
菖フ,1中票創Я″¥王

ツ題I

-08-

壁甑割
｀
早各卜 国とg髪

tuOgを9=耳
〒

土

年

旦題岳[

孔

一

黎
懸

，
〃
万
で
ク
？
プ

ゴ
一涸

Ш

Ca

tuOcを9ε

一超 ―
脱
庁

ω
⇔
〕
静
ｏ
３

騨
善
日
隠

載
渕
慕
ｍ
（Ь
＜
潔
苫
）
σ
舛
ゞ
齢
′
苦
岸
封
。

，
剖
工
嗣
（敵
誤
）

�
糾
�
耐
肝
（ち
＜
熙
苫
）
ｃ
肝
這
身

洋
下ヽ
軒
。
舶
３
肝
面
。

渕
淋
�
耐
叶
（３
く
Ｒ
ё
）
⊂
叶
戸
群
蒔
齢
。
さ
Σ
林
舶
肝
ｏ

再
税
τ
�
蕊
耐
肝
（８
く
カ
ミ
じ
⊂
叶
デ
洋
蒔
器
ｏ

戸
械
ラ
灘
前
耐
藩
繭
・詳
＝
嗣
（Ь
く
震
お
）

⊂
貯
戸
洋
岸
糾
ｏ
さ
嗣
暗
苦
卜
（諦
）
③
田
嗣
。
∞
�
③
尋
嗣
封
。
蔀
嗣
ン
。
灘
芦
ざ
ン
ｏ
丼

③
澱
針
ｏ
Ｓ
勲
報
射
〕
叫
勝
〈
軒
ぐ
了

】
膏
悦
ラ
糾
�
画
洋
爛
＝
面
（Ｓ
く
熙
卜
）
⊂
叶
戸
誉
下ヽ
辞
。
潮
辞
軒
導
剛
功
＞
げ
対
ラ
。

0    ♂

′

。つぢ。百



:子と》.つ ^嘔

尊 毒

３
。
△

0                                         (1/100)                                         10m

第28図 1～ 3・ 6～8号溝 (1)
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A36180m 上

1溝A
l暗褐色土(10YR3/3)
しまり、粘性やや弱、ローム粒少々。
ローム粒、ローム小カロックやや多。径3cll

～4cmの礫入り。焼土小粒子、黒色
2にぶい黄褐色土(10YR4/3)
土小粒子有。しまり、粘性やや弱。土師器片
少々有。

1

2

3

4

1溝。2溝B

暗褐色上(10YR3/3)

暗褐色土(10YR3/3)

にボい黄褐色上(10YR3/4)

黄褐色土(10YR5/6)

1溝C
l暗褐色土(10YR3/3)
しまり、粘性やや弱、ローム粒少々。
ローム粒、ローム小〕ロックやや多。径 3clll～ 4cmの礫入り。焼土小粒子、黒色

2にがい黄褐色上(10YR4/3)
上小粒子有。しまり、粘性やや弱。土師器片少々有。

3褐色土(10YR4/4)
地山の褐色土 (ローム土)を主とする、直上の層、一部掘りすぎ有り。

しまり、粘性有。

D′ 36190m

1

2

1溝D
暗褐色土(10YR3/3)ゃゃ黒味有。しまりやや弱、粘性やや有。
にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム小カロック、黒色小ブロック、暗褐色上の混合上、5層と同じ
ロームブロック多。黄色味強。しまりやや弱。粘性有。

しまり、粘性弱。
ローム粒、焼土粒少々含。しまり、粘性弱。
ローム粒やや多。地山直上。しまり、粘性やや弱。

根に入つた黄色ローム土。

3暗褐色土(10YR3/4)
ローム小カロック、黒色小〕ロック少。しまり、粘性有。

4褐色上(10YR4/6)
ローム主体、黒色小カロンクなどわずかに混含。しまりやや弱。粘性弱。

5にぶい黄褐色土(10YR4/3)
ローム小ブロック、黒色小ブロック、暗褐色上の混合土。
ローム)ロック多。黄色味強。しまりやや弱。粘性有。

6暗褐色土(10YR3/4)
1溝下層。

7にぶい黄褐色土(10YR4/8)
5層 に類似。5層よりも黄色味強。ローム小カロック、黒色小ブロック有。
しまり、粘性有。

8暗褐色土(10YR3/4)3層 に類似。

9褐色土(10YR4/6)ロ ーム土。地山。

E′ _36200m

1溝E

l黒褐色土(10YR2/3)

しまり、粘性有。赤色粒、焼土粒微量。

2溝C
l暗褐色上(10YR3/4)
しまり、粘性弱。

2にがい黄褐色土(10YR4/3)
ローム粒主。カクラン状 (ピット状)。

しまり、粘性やや弱。

3号溝
436190m

3溝

1黒褐色土(10YR3/2)
やや黒味強。しまり、粘性有。

2暗褐色土(10YR3/3)
しまり、粘性やや弱。ローム粒有。

i鶏靭|ゆ
地山。ローム上。

6。 7・ 8号浦北
A 〆 36200m

1にぶい黄褐色上(10YR4/3)し まり、粘性有。ローム粒、ローム小カロック入。
2黒褐色土(10YR2/3)しまり、粘性有。黒味有。ローム小カロック入。
3暗褐色土(10YR3/4)し まり、粘性有。小礫入。
4にぶい黄褐色上(10YR4/3)し まり、粘性有。ローム小ブロック、ローム粒混。

6・ 7・ 8溝 (南 )

暗褐色土(10YR3/4)礫入。土器片入。しまり、粘性有。
褐色土(10YR4/6)地 山に近いローム土。しまり、粘性有。

第29図 1～3・ 6～8号溝 (2)

6・ 7・ 8消巌(Jヒ )
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Ⅲ
…
Ⅲ口

…
・ ==================ミ

:〒==刃

③

ピ

⑮⑥

Qピ

Qピ

A

11溝  10溝

圭甲
Om歩

筵維蟹絲》折強サ与絶ぴ轟鍮
:羅君雹皇誌粍,γをま庚絶1磐舟聾質薙謙 ＼男 易奢F床

土汎
:籍君雹皇嵩寺粍,γせ銃4魏誹軍竜聾質薙こ1塩a晩塀裂
4暗褐色土(10YR3/4)・ ローム上 しまり、粘性有。混合土 (漸移層)4暗褐色虫 ЮYR3/0・ ローム上 しま吹 粘性

塩ぎ 全蒼翻 ゛色 、下層は黄色∋5掲色土(10YR4/6)しまり、粘性有。地山E

6灰黄褐色上(10YR4/2)しまり、粘性有。やや粗。上層からの撹乱 (現代)ゴミ穴か。
8暗褐色上(10YR3/4)し まり、粘性有。3層 に類似。赤色粒 (焼 土粒)混。炭化物有。
9暗褐色土(10YR3/3)し まり、粘性有。ローム粒、ローム小ブロック、焼土粒有。
10褐色土(10YR4/6)し まり、粘性有。ローム主体。
Hにぶい黄褐色土(10YR4/3)しまり、粘性有。石垣造成時の形成か。
12暗褐色土(10YR3/3)しまり、粘性有。石垣造成時の形成か。

第30図 9～ 11号溝
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4・ 5号溝
0 (1/100) 5m

B′  36270m

4溝・5溝

4暗褐色上(10YR3/3)し まり、粘性やや有。礫入。ローム粒有。

5褐色土(10YR4/6)地 山の一部～直上。ローム上。5溝中の5層 はローム土中に褐色土を混。

5溝

1褐灰色土(10YR4/1)表上。しまり、粘性やや有。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)

錆分有。1層との間に炭化物層がうすく間層として入る。ローム粒多。しまり、粘性有。

3灰黄褐色土(10YR4/2)ローム粒有。しまり、粘性有。

4暗褐色土(10YR3/3)炭 化物有。ローム粒有。しまりやや有。粘性有。

5褐色土(10YR4/4)ロ ーム地山の直上。しまり、粘性有。

第31図  4・ 5。 12号溝

A

5号溝

B
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図版 2

調査区周辺空中写真 (南 より 中央は清白寺及び清白寺参道)

2 調査区空中写真 (西 より)



図版 3

1 調査区空中写真 (上 より 盛 り土反転後 )

2 調査区空中写真 (東 より 中央は連方屋敷に通 じる道 ) 3.西区 1号溝ほか空中写真 (上 より)

4.中区空中写真 (上 より 1号竪穴ほか) 5 東区空中写真 (上 より)



図版 4

1.1号竪穴遺物出土状

況 (西 より)

2.1号竪穴遺物出土状況 (東 より) 3 1号竪穴遺物出土状況

4.1号竪穴遺物出土状況 5 1号竪穴床直遺物出土状況

7.「東大」銘墨書土器出土状況6 土師器lTh・ 皿出土状況



図版 5

1.土師器出土状況 竃内支脚転用甕出土状況

3.1号竪穴竃 (西 より) 4.1号竪穴寵 (支脚転用上器を外した状況)

1号竪穴完掘状況

(西 より)

1号竪穴掘 り方状況

(西 より)



図版 6

1.2号竪穴遺物出土

】犬所と(1ヒ より)

iイ         .|● I,|

Ⅷ
2 2号竪穴寵周辺遺物出土状況 (南 より)

5 寵礫出土状況 (亀上より)

2号竪穴完掘状況 (南 より) 7 2号竪穴掘 り方状況 (北 より)



図版 7

1 3号竪穴ベル ト (南 より)

報
ttぶ為象IIIIIⅢ

2 3号竪穴遺物出土状況 (北 より)

5 3号竪穴箋完掘状況

4 3号堅穴寵周辺礫出土状況

6 3号竪穴掘り方状況

鯵 .‐

I―ikl ll

慧1越

7 3号竪穴完掘状況

(南 より)



図版 8

1 4号竪穴覆土断面 (南 より) 2 4号竪穴遺物出土状況

4 4号竪穴寵載ち害」り状況 (南 より)

6 4号竪穴霊袖石・支脚石出土状況 (南 より)

4号竪穴完掘状

況 (南 より)

3 4号竪穴竃載ち割り状況 (正面西より)

5 4号竪穴寵袖石・支勝l石出土状況 (西 より)



図版 9

濠争1要軽デ
・
豪I:こ尋

1 1号掘立 10号 ピッ ト断面 (北 より) 2 1号掘立 7号 ピッ ト断面 (北 より)

_j               l“ |||||||!呼
―

4 1号掘立柱穴列断面 (北 より)3 1号掘立 8号 ピッ ト断面 (北より)

籍 ^辞下

5 1号掘立完掘状況 (北 より)

謙 |=|

■I与■―lr

6 1号掘立完掘状況 (西 より)

I■iF

7 2号掘立完掘状況 (南 より)



図版 10
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3号掘立完掘状況

(西 より)

2 4号掘立完掘状況

(東 より)

す亀忌
■■蟄 4

5 4号掘立 65号 ピッ ト断面3 4号掘立 67号 ピッ ト断面

6 4号掘立 64号 ピッ ト断面 7 4号掘立 63号 ピッ ト完掘状況



図版 11

1 4号掘立完掘状況 (南 より)
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26号土坑完掘状況

39号土坑
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清白寺参道と周辺調査状況

図版 14

2 参道脇の 1号池

3.1号池石垣状況

台座地点上層 (東より)

5 台座地点下層 (東 より)

6 台座地点下層 (西より)

8 台座地点完掘状況

7 台座群出土状況 (南 より)
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炭化材・種実遺体
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3.ク ワ属?種子 (2竪竃)

5.ト チノキ?種子 (1竪竃)

7イ ネ 胚乳 (4堅竃)

9コ ムギ 胚乳 (4竪竃)

11イ ネ科 果実 (2竪竃)

13テ ンツキ近似種 果実 (1堅竃)
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8,オオムギ 胚乳 (1竪竃 箱 )

10,ア ワ近似種 果実 (4竪竃)

12.イ ネ科 胚乳 (3竪竃)

14.カ ヤツリグサ科 果実 (1竪竃)

16.ス ベ リヒユ科 種子 (2竪竃)

18.マ メ科?種子 (2竪竃)
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1号土坑馬歯 (1)
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切歯・臼歯 (図版 25の下の写真番号は分析時に付与 したもの)

左上顎臼歯 [151P2、 16:P3、 17:P4、 18:Ml、 5:M2、 4:M3]頬側面。下部は咬合面

右上顎臼歯 [23:P4、 22:Ml、 2:M2、 士M3]舌側面。下部は咬合面。P2、 P3は顎に植立。

右下顎臼歯 [27:M2、 26:Ml、 25:P4、 241P3、 3:P2]頬側面。上部は咬合面。M3は存在 しない。

切歯 [6～ 14、 21]

遂鑢Itド、こ

1,上面 (右側頬側面 )
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1号土坑馬歯 (2)
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